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はじめに 
 

我が国においては、「障害者の権利に関する条約（以下「障害者権利条約」という。）」に

掲げられている教育の理念の実現に向けて、特別支援教育が推進されている。近年、特別

支援教育に関する理解や認識の高まり等により、通常の学級で学んでいる発達障害の可能

性のある子供を含む障害のある子供が増えてきている。 

本研究期間である令和４年には、文部科学省による「通常の学級に在籍する特別な教育

的支援を必要とする児童生徒に関する調査」が、平成 14 年、平成 24 年に続き実施された。

また、令和４年６月から令和５年３月にかけて、同省による「通常の学級に在籍する障害

のある児童生徒への支援の在り方に関する検討会議」が開催されるなど、通常の学級にお

ける特別支援教育の充実に向けた検討が行われている。 

通常の学級における指導や支援については、これまでも学習環境にも配慮した「集団に

おける指導」や、特性や困難さに応じた「個別的な指導」の両面からの支援の充実が求め

られてきた。また、「わかりやすい授業」としての授業のユニバーサルデザインや、「互い

に認め合い、支え合える学級集団」としての支持的な風土の醸成、「安心して意見が出せる

雰囲気」としての心理的安全性の確保といった、学びに向かう集団を形成する取組が重要

視されてきた。 

教科指導上の配慮については、これまでに小学校・中学校（平成 29 年改訂）・高等学校

（平成 30 年改訂）学習指導要領解説各教科編（以下、「平成 29・30 年改訂学習指導要領各

教科編」という。）において、学習活動を行う場合に生じる「困難さ」に対する「指導の工

夫の意図」「手立て」を明確にすることの重要性が示された。さらに、令和３年の中央教育

審議会答申「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き

出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」においては、「個別最適な学び」と「協

働的な学び」の一体的な充実という観点から授業改善の重要性が示された。 

本研究では、特別な教育的ニーズのある子供に焦点を当てながら教科指導を整理し、通

常の学級に在籍する「多様な教育的ニーズのある子供の教科指導上の配慮（以下、「教科指

導上の配慮」という。）」の考え方や、個に応じた配慮の例を資料として提案する。また、

通常の学級における個と集団を意識した環境づくりや、子供の思いや願いを踏まえた実践

を紹介する。本研究は、小学校・中学校・高等学校等の通常の学級における教科指導の充

実や、子供への支援の充実を促すと共に、インクルーシブ教育システムの構築・充実に資

することを期待する。 

 

研究代表者 発達障害教育推進センター 総括研究員 井上 秀和 
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１．背景と目的 

 

2012 年（平成 24 年）中央教育審議会報告「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教

育システム構築のための特別支援教育の推進（報告）」（以下、「平成 24 年中教審報告」と

いう。）には、インクルーシブ教育システムの基本的な方向性が次のように示されている。 

○ インクルーシブ教育システムにおいては、同じ場で共に学ぶことを追求するととも

に、個別の教育的ニーズのある幼児児童生徒に対して、自立と社会参加を見据えて、

その時点で教育的ニーズに最も的確に応える指導を提供できる、多様で柔軟な仕組み

を整備することが重要である。小・中学校等における通常の学級、通級による指導、

特別支援学級、特別支援学校といった、連続性のある「多様な学びの場」を用意して

おくことが必要である。 

○ 基本的な方向性としては、障害のある子どもと障害のない子どもが、できるだけ同

じ場で共に学ぶことを目指すべきである。その場合には、それぞれの子どもが、授業

内容が分かり学習活動に参加している実感・達成感を持ちながら、充実した時間を過

ごしつつ、生きる力を身に付けていけるかどうか、これが最も本質的な視点であり、

そのための環境整備が必要である。 

※下線は筆者が追記 

 

これまで、通常の学級における指導・支援は、学習環境にも配慮した「集団における指

導」や、特性や困難さに応じた「個別的な指導」の両面からの支援の充実が求められてい

る。さらに、「教科指導上の配慮」については、平成 29・30 年改訂学習指導要領各教科編

において、学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計画

的、組織的に行うため、各教科等の学びの過程において考えられる困難さに対する指導の

工夫の意図、手立てが例示された。 

令和３年の中央教育審議会答申「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子

供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（以下、「令和３年

答申」という。）」では、目指すべき新しい時代の学校教育の姿として「全ての子供たちの

可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現」が提言された。 

 

〇個別最適な学び 

令和３年答申では以下のとおり、「個別最適な学び」について、「指導の個別化」と「学

習の個性化」に整理されており、児童生徒が自己調整しながら学習を進めていくことがで

きるよう指導することの重要性が以下のとおり指摘されている。 
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・全ての子供に基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ、思考力・判断力・表現

力等や、自ら学習を調整しながら粘り強く学習に取り組む態度等を育成するためには、

教師が支援の必要な子供により重点的な指導を行うことなどで効果的な指導を実現す

ることや、子供一人一人の特性や学習進度、学習到達度等に応じ、指導方法・教材や

学習時間等の柔軟な提供・設定を行うことなどの「指導の個別化」が必要である。 

・基礎的・基本的な知識・技能等や、言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等

の学習の基盤となる資質・能力等を土台として、幼児期からの様々な場を通じての体

験活動から得た子供の興味・関心・キャリア形成の方向性等に応じ、探究において課

題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現を行う等、教師が子供一人一人に

応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供することで、子供自身が学習が最適

となるよう調整する「学習の個性化」も必要である。 

※下線は筆者が追記 

 

令和３年３月にまとめられた「学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協

働的な学びの一体的な充実に関する参考資料（以下、「令和３年参考資料」という。）」では、

『「指導の個別化」と「学習の個性化」を学習者視点から整理した概念が「個別最適な学び」

であり、これを教師視点から整理した概念が「個に応じた指導」である。また、「個に応じ

た指導」に当たっては、「指導の個別化」と「学習の個性化」という二つの側面を踏まえる

とともに、ICT の活用も含め、児童生徒が主体的に学習を進められるよう、それぞれの児

童生徒が自分にふさわしい学習方法を模索するような態度を育てることが大切である』と

示されている。 

 

〇「協働的な学び」 

令和３年答申教育課程部会における審議のまとめでは「協働的な学び」について以下の

とおり記載されている。 

・探究的な学習や体験活動などを通じ、子供同士で、あるいは地域の方々をはじめ多様

な他者と協働しながら、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、様々な社会的

な変化を乗り越え、持続可能な社会の創り手となることができるよう、必要な資質・

能力を育成する「協働的な学び」を充実することも重要である。 

※下線は筆者が追記 

 

また、令和３年参考資料では、「協働的な学び」について、「日本の学校教育がこれまで

非常に大切にしてきた、同じ空間で時間を共にすることで、お互いの感性や考え方等に触

れ刺激し合うことの重要性について改めて認識する必要がある。人間同士の実際の関係づ

くりは社会を形成していく上で不可欠であり、知・徳・体を一体的に育むためには、教師

と児童生徒の関わり合いや児童生徒同士の関わり合い、自分の感覚や行為を通して理解す

る実習・実験、地域社会での体験活動、専門家との交流などの場面で実体験を通じて学ぶ

ことが重要である」ことが示されている。 
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〇個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

実際の学校における授業づくりに当たっては、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の

要素が組み合わさって実現されていくことが多いと考えられる。例えば授業の中で「個別

最適な学び」の成果を「協働的な学び」に生かし、更にその成果を「個別最適な学び」に

還元するなど、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実していくことが大切

である。その際には、児童生徒の資質・能力育成のため、各教科等の特質に応じ、地域・

学校や児童生徒の実情を踏まえながら、ICT を活用した新たな教材や学習活動等も積極的

に取り入れつつ、それにより実現される新しい学習活動について、「個別最適な学び」や「協

働的な学び」の充実に効果を上げているか確認しながら、主体的・対話的で深い学びの実

現に向けた授業改善につなげていくことが期待される。 

 

以上から、本研究では、小学校、中学校及び高等学校等の通常の学級における教科指導

において、多様な教育的ニーズに応じた個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を

めざした教育の保障という観点から、個に応じた配慮について検討し、「多様な教育的ニー

ズのある子供の教科指導上の配慮」の考え方をまとめることを目的とする。また、個と集

団を意識した環境や、子供の思いや願いを踏まえた実践についても注目することとした。 

 

本研究は、令和３年度から４年度にかけて取り組んだが、令和４年 12 月には文部科学省

による「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査」の

結果が公表された。調査結果では、質問項目に対して小学校・中学校の学級担任等が回答

した内容から、学習面又は行動面で著しい困難を示すとされた児童生徒の割合が、小学校・

中学校においては推定値 8.8％、今回初めて調査した高等学校においては推定値 2.2%であ

った。平成 24 年に行った調査では小学校・中学校の推定値は 6.5％であり、その割合は増

えている。但し、同調査は、対象地域や一部質問項目等が異なるため、過去と現在の結果

を単純比較することはできないことに留意が必要である。 

同調査結果の考察によると、行動面で著しい困難を示すとされた児童生徒数の割合

（4.7%）より、学習面で著しい困難を示すとされた児童生徒数の割合（6.5%）の方が高く

なっており、前回の調査結果（平成 24 年）と同じ傾向となっている。さらに、学習面又は

行動面で著しい困難を示すとされる基準には達していないものの、同様の困難さを抱えて

いる児童生徒も一定数いることが結果に示されている。 

同調査結果からも、通常の学級において学習面に困難さを抱える児童生徒への学級担任

等の気づきが高まっていることが想定されるが、個々の教育的ニーズに応じた指導・支援

については喫緊の課題となっていることがわかる。本研究による「教科指導上の個に応じ

た配慮」の検討は、教育現場の課題の解決の一助につながることが期待される。 
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２．方法 

 

本研究は、令和３年度から４年度の２年間で行った。特別な教育的ニーズのある子供に

焦点を当てながら教科指導を整理し、「多様な教育的ニーズのある子供の教科指導上の配

慮」の考え方や、個に応じた配慮の例を資料として提案する。また、通常の学級における

個と集団を意識した環境や、子供の思いや願いを踏まえた実践を紹介する。なお、本稿で

は、学級全体を対象とした配慮を含む場合には、「教科指導上の配慮」、個々の子供を対象

とした配慮の場合には、「教科指導上の個に応じた配慮」と表記する。 

以下、研究の概要（図２-１）、研究の経過、研究協力校等との協議等を紹介する。 

 

２－１ 研究の概要 

 

図２-１ 本研究の概要と報告書の対応するページ数 

 

令和３年度は、平成 29・30 年改訂学習指導要領各教科編の配慮事項に示されている学習

活動を行う場合に生じる「困難さ」に対する「指導の工夫の意図」、「手立て」を参考に、

過去の実践・文献等の整理や、研究協力校等との協議により、「教科指導上の配慮」に関す

る情報収集を行った。また、各自治体が作成しているガイドブックや学校での実践等から、
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特別な教育的ニーズのある子供に焦点を当てながら教科指導を整理し、「教科指導上の配

慮の検討に必要な観点」をまとめ、「教科指導上の個に応じた配慮」を整理した。本研究が

個と集団を意識した環境や、子供の思いや願いを踏まえた実践についても注目しているこ

とから、これらについても情報収集や協議を行った。 

令和４年度は、研究協力校等との協議をとおして、「教科指導上の個に応じた配慮」の例

を検討し、「教科指導上の個に応じた配慮」を考える流れとあわせて、資料としてまとめた。

作成した資料は、後日、ガイドブックとしてまとめる予定である。 

 

２－２ 研究の経過 

（１）平成 29・30 年改訂学習指導要領各教科編に示されている配慮事項 

学習活動を行う場合に生じる困難さとして次のように整理されている。下線部は、学習

上の困難さとして整理された内容となる。 

通常の学級においても，発達障害を含む障害のある児童（生徒）が在籍している可能

性があることを前提に，全ての教科等において，一人一人の教育的ニーズに応じたきめ

細かな指導や支援ができるよう，障害種別の指導の工夫のみならず，各教科等の学びの

過程において考えられる困難さに対する指導の工夫の意図，手立てを明確にすること

が重要である。 

これを踏まえ，今回の改訂では，障害のある児童（生徒）などの指導に当たっては，

個々の児童（生徒）によって，見えにくさ，聞こえにくさ，道具の操作の困難さ，移動

上の制約，健康面や安全面での制約，発音のしにくさ，心理的な不安定，人間関係形成

の困難さ，読み書きや計算等の困難さ，注意の集中を持続することが苦手であること

など，学習活動を行う場合に生じる困難さが異なることに留意し，個々の児童の困難さ

に応じた指導内容や指導方法を工夫することを，各教科等において示している。 

※下線は筆者が追記 

 

以下、小学校、中学校、高等学校の国語の学習活動を行う場合に生じる困難さとして記

載されている内容の一部を紹介する。 

〇平成 29 年改訂小学校学習指導要領解説国語編 

例えば，国語科における配慮として，次のようなものが考えられる。 

・文章を目で追いながら音読することが困難な場合（困難さ）には，自分がどこを読

むのかが分かるように（指導の工夫の意図），教科書の文を指等で押さえながら読

むように促すこと，行間を空けるために拡大コピーをしたものを用意すること，語

のまとまりや区切りが分かるように分かち書きされたものを用意すること，読む部

分だけが見える自助具（スリット等）を活用するなどの配慮をする（個に応じた手

立て）。 

（以下、省略） 

※括弧内、下線は筆者が追記 
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〇平成 29 年改訂中学校学習指導要領解説国語編 

例えば，国語科における配慮として，次のようなものが考えられる。 

・自分の立場以外の視点で考えたり他者の感情を理解したりするのが困難な場合に

（困難さ）は，生徒が身近に感じられる文章（例えば，同年代の主人公の物語など）

を取り上げ，文章に表れている心情やその変化等が分かるよう（指導の工夫の意

図），行動の描写や会話文に含まれている気持ちがよく伝わってくる語句等に気付

かせたり，心情の移り変わりが分かる文章の中のキーワードを示したり，心情の変

化を図や矢印などで視覚的に分かるように示してから言葉で表現させたりするな

どの配慮をする（個に応じた手立て）。 

（以下、省略） 

※括弧内、下線は筆者が追記 

 

〇平成 30 年改訂高等学校学習指導要領解説国語編 

例えば，国語科における配慮として，次のようなものが考えられる。 

・自分の立場以外の視点で考えたり他者の感情を理解したりするのが困難な場合（困

難さ）には，生徒が身近に感じられる文章（例えば，同年代の主人公の物語など）を

取り上げ，文章に表れている心情やその変化等が分かるよう（指導の工夫の意図），

行動の描写や会話文に含まれている気持ちがよく伝わってくる語句等に気付かせた

り，心情の移り変わりが分かる文章の中のキーワードを示したり，心情の変化を図

や矢印などで視覚的に分かるように示してから言葉で表現させたりするなどの配慮

をする（個に応じた手立て）。 

（以下、省略） 

※括弧内、下線は筆者が追記 

 

（２）過去の実践・文献等の整理 

①文部科学省実施事業 

本研究では、これまで文部科学省が実施した教科指導や合理的配慮の提供、ICT を活

用した事業の成果報告書等の確認を行った。また、同事業を受託した県教育委員会と「子

供の集団を対象とした指導・支援」「個々の子供を対象とした指導・支援」に関する情報

交換を行った。 

○発達障害の可能性のある児童生徒等に対する教科指導法研究事業 

福井県（平成 29～令和元年度）、滋賀県（平成 28～30 年度）、 

山口県（平成 29～30 年度） 

○発達障害の可能性のある児童生徒の多様な特性に応じた合理的配慮研究事業 

福井県（平成 30～令和２年度）、山口県（平成 30～令和元年度）、 

鹿児島県（平成 30～令和２年度） 

○学習上の支援機器等教材活用評価研究事業 

福井県（令和元年）、山口県（平成 30～令和元年度） 
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②教育センターが作成しているガイドブックや実践事例集等 

全国の都道府県及び政令指定都市の教育センターや教育委員会等が作成しているガ

イドブック等の資料について、情報収集・整理を行った。特に、本研究の参考となる通

常の学級における教科指導に関連する内容として、「通常の学級に関すること」（104 件）、

「障害特性指導・支援に関すること」（224 件）、「合理的配慮に関すること」（75 件）、「交

流及び共同学習に関すること」（69 件）、「個別の指導計画に関すること」（117 件）、「授

業のユニバーサルデザインに関すること」（44 件）、合計 633 件に注目した。 

さらに、通常の学級における教科指導上の配慮の観点から、記載内容についてカテゴ

リーに分けてその内容を確認した上で、研究協力者や研究協力機関との協議も踏まえ、

本研究で「教科指導上の配慮」を検討するにあたり、おさえておくべき観点を整理した。 

 

③文献検索 

教科指導法や合理的配慮の提供、ICT 機器を活用した教科指導に関する実践について

文献検索を行った。また、本研究が学校での指導や支援を検討する際に、子供の思いや

願いを取り入れた実践にも注目していることから、米国で作成されている IEP

（Individualized Education Program）に関する文献も参考にした。 

 

（３）研究協力校等との協議 

「教科指導上の配慮」を検討するために教育現場の現状把握や、課題の整理が必要とな

ることから、研究協力機関や研究協力校等との協議を行った。研究協力機関は、文部科学

省実施事業の受託経験がある都道府県や、通常の学級における教科指導に関する研究に取

り組んでいる都道府県等から選定した。また、研究協力校は、発達段階（小学校・中学校・

高等学校等）や背景となる特性、障害等を考慮しながら、研究協力機関から紹介のあった

学校や、年間を通して通常の学級における教科指導に関する校内研究に取り組んでいる学

校から選定した。なお、研究協力校等への聴き取りについては、国立特別支援教育総合研

究所の倫理審査により承認を受けており、聴き取りに際して、個人や機関が特定されない

形で結果を公表することを伝え、承認を得ている。 

 

（質問内容） 

・「教科指導上の個に応じた配慮」を考える際に、まず、「困難さ」「困難さの背景」

「指導の工夫の意図」「個に応じた手立て」「手立ての効果の確認」のどこに注目す

ると考えやすいか。 

・研究チームで作成した「教科指導上の個に応じた配慮」について、自身の実践と共

通する内容や、異なる内容があるか。また、加筆修正した方が良い内容があるか。 

・このほか、合理的配慮の提供の状況や、ＩＣＴ活用等に関する実践について情報交

換を行った。 
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＜研究協力機関＞ 

福井県教育委員会（令和３年度から４年度） 

滋賀県教育委員会（令和３年度） 

山口県教育委員会（令和３年度から４年度） 

鹿児島県教育委員会（令和３年度から４年度） 

静岡県教育委員会（令和４年度） 

御前崎市教育委員会（令和４年度） 

鳥取市教育委員会（令和４年度） 

 

＜研究協力校＞ 

【小学校（15 校）】 

宮城県（２校）、神奈川県（７校）、新潟県（１校）、福井県（１校）、静岡県（１校）、 

滋賀県（１校）、山口県（１校）、福岡県（１校） 

 

【中学校（７校）】 

宮城県（１校）、埼玉県（１校）、神奈川県（１校）、福井県（１校）、鳥取県（１校）、 

山口県（１校）、鹿児島県（１校） 

 

【高等学校（６校）】 

群馬県（１校）、神奈川県（１校）、兵庫県（１校）、山口県（１校）、宮崎県（２校） 

 

 

（４）研究協議会の開催 

本研究で行った「教科指導上の配慮」に関する情報収集・整理、検討内容を基に、研

究協力機関、研究協力者の実践を踏まえた協議を行い、研究の方向性を検討した。 
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３．「教科指導上の配慮」の検討に必要な観点 
 

「教科指導上の配慮」について検討するにあたり、文部科学省実施事業、全国の都道府

県及び政令指定都市の教育センター等が作成しているガイドブック等の資料について情報

収集を行い、各自治体が通常の学級における多様な教育的ニーズのある子供の指導・支援

について多くの自治体が共通に学校現場への情報提供において重要視している内容につい

て整理した。対象としたガイドブック等は 633 件である。内訳は、「通常の学級に関するこ

と」（104 件）、「障害特性指導・支援に関すること」（224 件）、「合理的配慮に関すること」

（75 件）、「交流及び共同学習に関すること」（69 件）、「個別の指導計画に関すること」（117

件）、「授業のユニバーサルデザインに関すること」（44 件）である。 

通常の学級における教科指導上の配慮の観点から、記載内容について「通常の学級」「分

かる授業」「学級づくり」「障害特性」「実態把握」「個別の指導計画」「階層的な支援」「合

理的配慮」「教師の専門性」等のカテゴリーに分けてその内容を確認した。その上で、研究

協力者や研究協力校・機関との協議も踏まえ、本研究で「教科指導上の配慮」を検討する

にあたり、おさえておくべき観点として以下の６つの観点に整理し、その内容を共有した。 

 

「教科指導上の配慮」の検討に必要な観点 

（１）どの子にもわかりやすい授業 

（２）互いに認め合い、支え合える学級集団 

（３）多様な教育的ニーズのある子供の実態把握 

（４）合理的配慮とその基礎となる環境整備 

（５）集団全体への指導・支援と個に応じた指導・支援 

（６）子供の思いや願いの受け止め 

 

（１）どの子にもわかりやすい授業 

誰もが分かる授業づくりは、子供たちの学びを保障するために、常に子供の学びの状況

を意識して、創意工夫に取り組まなければならない課題である。授業を構成する要素には、

「目標設定」、「教材・教具」、「教授・学習方法」、「学習形態」、「学習評価」などが重要な

ものとして挙げられる。子供に学習の目標やねらいが具体的にそして明確に示されている

か、どのような教具を用い、何を教材として教えるのか、指導計画・準備が事前に十分で

きているか、子供の実態に応じて指導方法にどのような工夫がなされているか、そして、

目標やねらいに照らして、子供の学習の状況をどのように評価し、定着を図っていくか等

を意識して授業を行うということである。 

国立特別支援教育総合研究所（2010）は、わかりやすい授業の基本としておさえておき

たい項目を「目標・ねらい」、「授業の構成」、「学習のルール」、「指示の出し方」、「教材・

教具」、「板書の工夫」、「ノート指導」、「学習の評価」、「学習形態」、「テスト配慮」、「学習
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環境」、「教師の姿勢」の 12 項目にまとめた自己チェックシートと、子供に「あわせる」「つ

たえる」「みとめる」の 3 観点からなる授業づくりチェックリストを作成している。 

近年、学校教育においても、障害のあるなしにかかわらず、全ての子供が最適な教育を

受けられることを目的として、授業のユニバーサルデザインの概念が入ってきており、教

育委員会でもリーフレットやガイドブックを作成するなど多くの教育現場で取組がなされ

ている。授業のユニバーサルデザインについては、いろいろな考え方があり、自治体が作

成しているガイドブック等の内容も様々である。 

授業のユニバーサルデザインについては日本授業 UD 学会も組織され、特別支援教育の

考え方を生かした教科教育と特別支援教育のコラボレーション研究が取り組まれている。

日本授業 UD 学会では、授業のユニバーサルデザインを以下のようにまとめている。授業の

ユニバーサルデザインとは、特別な支援が必要な子を含めて、通常学級におけるすべての

子が楽しく学び合い『わかる・できる』ことを目指す授業デザインであり、決まった指導

方法があるわけではない。例えば、「焦点化・視覚化・共有化」の視点で授業をつくること

で、全体指導の効果が上がることもあるが、すべての子供に対応できるわけではなく一人

一人の学び方に応じた個別指導も重要であり、子供一人一人が、自分に合った学び方を選

べる学習環境を教師が整えることも大切である。授業のユニバーサルデザインの実現には、

「教科教育」「特別支援教育」「学級経営」、これら３つの教師の専門性を高めることが必要

である。 

仙台市教育委員会（2019）では、全教職員用リーフレットに「焦点化・視覚化・共有化」

の視点について、以下のようにまとめている。 

「焦点化」 シンプルにする（ねらいや活動をしぼる）。 

「視覚化」 ビジュアル化する（視覚的な情報で見てわかるようにする）。 

「共有化」 シェアする（ペアやグループの話し合いで理解をそろえる）。 

高知県教育委員会（2015）では、ユニバーサルデザインに基づく授業づくりで大切にし

たいポイントを５つにまとめている。 

Ⅰ 環境の工夫 

 ・学習の目標やねらいをわかりやすく示す。 

 ・教室の前面を意識的にすっきりさせる。 

Ⅱ 情報伝達の工夫 

 ・授業の流れが分かる板書にする。 

 ・ポイントを明示する等の板書の構造化を図る。 

Ⅲ 活動内容の工夫 

 ・学習のめあてや授業の流れを視覚的に提示する。 

 ・ペア学習、グループ学習を取り入れるなど、児童生徒同士がかかわり合い、学び

合い、教え合う場を設定する。 

Ⅳ 教材・教具の工夫 

 ・問題解決学習の過程に合わせたヒントカード等を利用する。 

 ・タイマーを使い、時間の見通しをもてるようにする。 

Ⅴ 評価の工夫 

 ・子どもが自分で活動のチェックができるものを用意する。 
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 ・適切な行動と結び付くように、行動の直後に評価を行う等、賞賛や注意のタイミ

ングをはかる。 

また、さいたま市教育委員会（2019）（図３－１）や山形県教育センター（2011）（図３

－２）では、学級づくり、授業づくりという観点からポイントや視点として具体的な内容

を示している。特に山形県教育センターでは、教師自ら振り返りができるようなシートに

整理している。 

 

図３-１ ユニバーサルデザインの考え方を取り入れた授業づくりのポイント 
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（さいたま市教育委員会（2019） 

「ユニバーサルデザインの考えを取り入れた授業づくりガイドブック」より） 

 

図３-２ ユニバーサルデザイン（UD）の７つの視点一覧表 
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（山形県教育センター（2011）「ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくりハンドブック」 

より） 

教育委員会の主導や学校の研究の取組の中で、特別な教育的ニーズのある子供に焦点を

当てた授業研究会を実施している学校も多く見られるようになってきた。例えば、学習指

導案の中に対象となる特定の配慮の必要な子供の実態を示した上で、個別の配慮の手立て

を書き込んだり、研究会においても配慮の必要な子供への個別の支援についての話し合い

の時間を確保したりしている。中学校や高等学校では、子供の学習意欲や自己肯定感を高

めるために、各教科における授業研究だけでなく、教科を超えた共通の視点として、①環

境づくり、②展開の構造化、③学習のスモールステップ化、④情報伝達の工夫、⑤協働化

（子供同士の学び合い）等について研究を進め、全ての子供たちにとって分かりやすい授

業実践を実行している学校もある。こうした授業実践等を通して、授業改善を考えていく

取組が広がっていくとよいと思われる。 

 

（２）互いに認め合い、支え合える学級集団 

小学校、中学校における学級集団は、多くの場合同じ地域の同一年齢の子供たちにより

構成され、基本的に一人の教師による一斉指導の授業を中心に学習していく。集団での学

校生活を共に過ごすことで、地域社会における集団生活のモデルが形成され、その中で様々

な社会的な能力を身につけていくことになる。学級集団は、教師と子供、子供同士の関係

で成り立ち、相互に影響し合うことで集団の雰囲気というものが形成されていく。集団の

構成員は個であり、学級集団を理解するには、構成員である個々の子供を理解する必要が

ある。近年、一般社会では生活の個人化が進み、子供社会においても私的な価値観が優先

するような状況が見られ、集団生活における規範や規律に対する意識が希薄になってきて

いる。また、学校では、いじめや不登校の問題などの人間関係を基盤とした課題が見られ

る。学級は子供たち自らが自治的集団として発展させていくことを目指す教育活動が望ま

れるが、このような人間関係を基盤とした課題が、近年の大きな課題の一つになっている。 

各学級にはそれぞれ、その構成員や相互の人間関係等により独特の雰囲気があり、教育

活動を進める上では学級全体の雰囲気を良好なものにしていくことがとても重要になって

くる。平成 29 年改訂小学校学習指導要領解説総則編では、第４節児童の発達の支援の学級

経営、児童の発達の支援の解説部分において、「相手の身になって考え、相手のよさを見付

けようと努める学級、互いに協力し合い、自分の力を学級全体のために役立てようとする

学級、言い換えれば、児童相互の好ましい人間関係を育て児童の発達の支援していく上で、

学級の風土を支持的な風土につくり変えていくことが大切である。」ことが示されている。 

新潟市教育委員会（2019）では、学校向けの通信において支持的風土づくりをシリーズ

で取り上げている。「傾聴・受容」「支援」「自律」の３つを支持的風土の理念としている。

また、福岡県教育センターでは、小中高学びを支える３つの要素として、「合理的配慮・適

切と思われる配慮」「ユニバーサルデザイン（UD）の視点」「学級の支持的風土」を挙げて

いる。 
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誰もが分かる授業を実践するに当たっても、学級の雰囲気や学級風土を支持的なものし

して、授業の改善に生かしていくという視点が重要になる。授業の内容が理解できるかど

うかは、子供の学校生活での適応状態を大きく左右することから、子供たちにとって、授

業がわかりにくく、達成感や成就感が得られにくい環境では、支持的風土も醸成しにくい。

学校や学級における支持的風土の醸成は、障害者の権利に関する条約の理念でもある誰も

が相互に人格と個性を尊重し支え合い、人々の多様な在り方を相互に認め合える全員参加

型の社会の実現にもつながっている。 

 

（３）多様な教育的ニーズのある子供の実態把握 

子供の教育的ニーズを把握するためには、学校生活、家庭生活における子供の実態を把

握しておく必要がある。知的な発達や学習の状況、身体機能、コミュニケーションなどの

能力的な側面、性格や興味関心あるいは悩みなどの心理的な側面、そして生活環境や基本

的生活習慣、友人関係などできるだけ多面的に把握することが望まれる。文部科学省「障

害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた学びの充実

に向けて～」（令和３年６月）には、以下のように子供の障害の状態をどのような観点から

把握すればよいか示されている。 

【視覚障害の状態等の把握】 

○医学的側面からの把握 

 ・障害に関する基礎的な情報の把握 

 ・障害の状態等の把握に当たっての留意点 

○心理学的、教育的側面からの把握 

 ・発達の状態等に関すること 

 ・本人の障害の状態等に関すること 

 ・諸検査等の実施及び留意点 

 ・認定こども園・幼稚園・保育所、児童発達支援施設等からの情報の把握 

子供が学校生活のどのような場面でどのような課題があるのか、日々の行動観察から子

供の特性を把握することが望まれる。子供の教育的ニーズへの気付きは、担任だけでなく

同学年や他学年を担当する教師、養護教諭などの場合もある。担任だけが子供の課題に向

き合うのではなく、日常的に教職員間で話題にできる職場環境が大切である。 

子供の教育的ニーズに関する情報を実態把握のためのシート等に書き込み、教職員間で

共有している学校がある。本人、保護者とも共有化することにより家庭とも連携した具体

的な支援につながっていく。また、対象となる子供の実態だけでなく、学級集団の実態、

教師と子供の関係、子供同士の関係等の情報も整理し、学級経営や生徒指導、授業改善等

に役立てている学校がある。学級全体の学習の状況について、チェックシートなどを活用

して授業づくりの工夫に取り組んでいる学校もある。 

自治体が作成しているガイドブック、指導事例集等では、大分県教育委員会（2019）の

ように、個別の指導計画の作成と活用のプロセスとして、実態把握についても掲載してい

る自治体が多い（図３－３）。 
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図３-３ 実態把握の観点例 

（大分県教育委員会（2019）「個別の指導計画作成・活用マニュアル」より） 

 

（４）合理的配慮とその基礎となる環境整備 

平成 28 年４月に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（障害者差別解消

法）が施行され、特別な支援が必要な児童生徒に対し、合理的配慮を提供することが定め

られたことにより、それに前後して教育委員会等でも合理的配慮の提供に関するガイドブ

ック等が作成され、各校に配布されている。合理的配慮が適切に提供されるためには、学

校・設置者と特別な支援が必要な子供本人や保護者がお互いの意向と事情を尊重し、相互

理解を深めながら建設的対話により「合意形成」を図ること、相談・申し出から内容の協

議・決定、合理的配慮の提供、評価、見直しといった「PDCA サイクル」を意識して取組む

ことが大切であることなどが共通に示されている。 

合理的配慮は、「障害者の権利に関する条約」において、「障害者が他の者と平等に全て

の人権及び基本的自由を享有し、又は行使することを確保するための必要かつ適当な変更

及び調整であって、特定の場合において必要とされるものであり、かつ、均衡を失した又

は過度の負担を課さないものをいう。」と示されている。障害者から社会的障壁の除去を必

要としている旨の意思の表明があった場合は、その実施に伴う負担が過重でないときは、

障害者の権利利益の侵害とならないよう、社会的障壁の除去の実施について、合理的配慮

を行わなければならない。 

意思の表明については、本人からの表明が困難な場合には、家族等のコミュニケーショ

ンを支援する者が本人を補佐して行うことも含んでいる。また、意思の表明がない場合で

も、社会的障壁が明白な場合には合理的配慮が提供されることが望まれる。意思の表明と

は、障害のある子供が自分の特性がわかり、必要な配慮について自ら表明するということ
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である。本人が自分の困難さに対して必要な配慮を提供されることにより、学習や生活の

状況が改善されているという実感と認識が持てることが自ら学ぶ意欲を高めていく。 

合理的配慮を提供するためには、その基盤となる環境整備が重要になる。合理的配慮は、

基礎的な環境整備を基に個別に決定されるものであり、環境整備の状況によって提供され

る合理的配慮も変わってくる（図３－５）。子供たちの教育を十分に保障するための基盤と

なる環境がきちんと整備されていない場合には、合理的配慮の成果がなかなか見えてこな

いことも考えられる。合理的配慮は、障害の状態や教育的ニーズ等に応じた学びやすい授

業づくり、支え合う集団づくりのもとで提供されることが望まれる。 

合理的配慮は一人一人の障害の状態や教育的ニーズに応じて決定されるものであり、設

置者・学校と本人・保護者により、発達の段階を考慮しつつ、図３－４に示した合理的配

慮の観点を踏まえ、可能な限り合意形成を図った上で決定し、提供されることが望まれる。

合理的配慮は発達の程度や適応の状態等によっても変わり得るものであり、柔軟に見直し

を図る必要があり、子供に十分な教育が受けられるように合理的配慮が提供できているか

という観点から評価することが重要になる。個別の教育支援計画、個別の指導計画に基づ

き実行した結果を評価して、定期的に見直していくことが求められる。 

 

「合理的配慮」 

＜合理的配慮の観点①教育内容・方法＞ 

＜①－１ 教育内容＞ 

①－１－１ 学習上又は生活上の困難を改善・克服するた

めの配慮 

①－１－２ 学習内容の変更・調整 

＜①－２ 教育方法＞ 

①－２－１ 情報・コミュニケーション及び教材の配慮 

①－２－２ 学習機会や体験の確保 

①－２－３ 心理面・健康面の配慮 

＜合理的配慮の観点②支援体制＞ 

②－１ 専門性のある指導体制の整備 

②－２ 幼児児童生徒､教職員､保護者、地域の理解啓発

を図るための配慮 

②－３ 災害時等の支援体制の整備 

＜合理的配慮の観点③施設・設備＞ 

③－１ 校内環境のバリアフリー化 

③－２ 発達、障害の状態及び特性等に応じた指導ができ

る施設・設備の配慮 

③－３ 災害時等への対応に必要な施設・設備の配慮 

「基礎的環境整備」 

①ネットワークの形成・連続性の

ある多様な学びの場の活用 

②専門性のある指導体制の確保 

③個別の教育支援計画や個別 

の指導計画の作成等による指導 

④教材の確保 

⑤施設・設備の整備 

⑥専門性のある教員、支援員等

の人的配置 

⑦個に応じた指導や学びの場 

の設定等による特別な指導 

⑧交流及び共同学習の推進 

 

図３-４ 合理的配慮と基礎的環境整備の観点 
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図３-５ 合理的配慮と基礎的環境整備の関係 

（中央教育審議会初等中等教育分科会「特別支援教育の在り方に関する特別委員会  

合理的配慮等環境整備検討ワーキンググループ報告」より） 

 

（５）集団全体への指導・支援と個に応じた指導・支援 

通常の学級において多様な教育的ニーズのある子供への配慮や支援を行うためには、

個々の子供の特性に関する実態把握だけでなく、どのような集団のどのような人間関係の

中で学んでいるのか、授業や学習活動への参加の状況はどうかなど、学習環境の視点から

子供の実態を把握することも重要である。学級全体へのわかりやすい支援が特別な教育的

ニーズのある子供にとってもわかりやすい支援になり、また特別な教育的ニーズのある子

供への個別的な支援が学級全体へのわかりやすい支援にもつながっていくことも考えられ

る。通常の学級において多様な教育的ニーズのある子供への配慮や支援を行うためには、

特別支援教育の推進に当たっては、学級全体も視野に入れた授業づくりや集団づくりが基

盤になると考えられる。 

中央教育審議会（2012）「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のた

めの特別支援教育の推進（報告）」には、「障害のある子どもが通常の学級で学ぶことがで

きるよう、可能な限り配慮していくことが重要である。他方、子供の実態に応じた適切な

指導と必要な支援を受けられるようにするためには、本人及び保護者の理解を得ながら、

必ずしも通常の学級ですべての教育を行うのではなく、通級による指導など多様な学びの

場を活用した指導を柔軟に行うことも必要なことと考えられる。」と示されている。通常の

学級においては、支援員を配置したり、個別指導、少人数指導や複数教員による指導など

の工夫をしたりすることが考えられる。また、自校で通級による指導を受けられる機会を

増やすことや、特別支援学級と通常の学級間の交流及び共同学習の充実を図っていくこと

など、子供一人一人の学習権を保障する観点から、多様な学びの場として、通常の学級、
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通級による指導、特別支援学級、特別支援学校それぞれの環境整備の充実を図っていくこ

とが必要である。 

子供の学力、行動などの様々な側面を一次的支援、二次的支援、三次的支援の多層支援

でサポートする取組として、米国で提唱された多層的支援システム（MTSS）がある。一次

的支援とは、すべての児童生徒を対象とする学校全体、クラス全体での予防的取組を指す。

二次的支援とは、一次的支援で対応しきれない少数の児童生徒、例えば発達障害、不登校、

孤立、いじめ、貧困、マルトリートメントなど配慮を要する子どもを対象とする少人数プ

ログラムなどを指す。二次的支援でも効果が認められない場合に、多職種によるアセスメ

ントや保護者との話し合いなどを経て最も手厚い個別支援を開始する。 

通常の学級において多様な教育的ニーズのある子供への配慮や支援を行うにあたって

は、集団全体への指導・支援と個に応じた指導・支援の考え方が重要である。例として滋

賀県教育委員会（2019）がガイドブックに掲載しているものを示す（図３－６）。第１層で

は、すべての児童生徒を対象とする学級全体の指導・支援（授業の工夫・ユニバーサルデ

ザイン化）である。第２層は、一斉指導の中で行う個に応じた指導（個への配慮・個に特

化した指導）である。そして第３層は、個別指導の場における指導・支援の工夫（通級に

よる指導等）である。わかりやすい授業づくり（授業のユニバーサルデザイン）、認め合い、

支え合う学級づくりなど、まず学級全体への指導や支援からはじめる。学級全体への指導

や支援だけでは不十分な場合は、学級の中で担任の配慮指導、ＴＴによる指導、少人数制

指導などを行う。さらに個別的な指導や支援を必要とする場合は、特別支援学級や通級に

よる指導などの校内のリソースを活用する。これらの階層構造の指導や支援は、それぞれ

独立して行われるのではなく、つながりがあることが重要である。 

 

図３-６ 集団全体への指導・支援と個に応じた指導・支援 

（滋賀県教育委員会（2019）「特別支援教育の視点を生かした授業づくりヒント集」より） 
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（６）子供の思いや願いの受け止め 

「児童の権利に関する条約」(以下、子どもの権利条約)」は、子どもの基本的人権を国

際的に保障するために定められた条約である。18 歳未満の人たちを子供と定義し、世界の

すべての子供たちに、自らが権利を持つ主体であることを約束している。日本は 1994 年に

批准している。子どもの権利条約には、４つの権利と４つの原則がある。４つの権利は、

「生きる権利」、「育つ権利」、「守られる権利」、「参加する権利」である。４つの原則は、

「命を守られ成長できること」「子どもにとって最もよいこと」「意見を表明し参加できる

こと」「差別のないこと」である。また、「障害者の権利に関する条約」では、障害者から

社会的障壁の除去を必要としている旨の意思の表明があった場合は、その実施に伴う負担

が過重でないときは、障害者の権利利益の侵害とならないよう、社会的障壁の除去の実施

について、合理的配慮を行わなければならないとされている。子供や障害者が自分の意思

を表明する、表明できる機会や環境を整えていくことも重要である。 

子供は成長していく段階において、身近な大人との関係や友達関係あるいは様々な自分

の経験を通して、抱える課題に対する自己解決能力を高めていく。しかし、子供によって

は、不安や悩みを身近な人にうまく伝えて理解してもらうことや、課題解決のために他者

に援助を求めること、過去の経験を振り返り自分なりの工夫をしてみること等がうまくで

きない子供もいる。子供の悩みや抱えている問題を把握するに当たり、子供自身から現状

を聞き取り把握することは重要であるが、本人もうまく取り組めていない状況は認識して

いても、悩んでいることや困っていることは何かと問われても、うまく説明できない場合

が多い。子供の気持ちを受け止め、思いを十分に汲み取り、現状からその要因や背景にな

ることについて子供と一緒に整理していくことが大切である。 

学習のつまずきは適応状態に大きなウエイトを占める。学習につまずきのある子供への

対応は、「できていないこと」「取り組めていないこと」に焦点が当たりがちになる。苦手

なことにも意欲を高めていくためには、まず「できていること」を認め、「得意な面」を活

用して指導や支援を行うことが大切になる。決して焦らずに、落ち着いて前向きに学習に

参加できる方法を見つけていく。特に、多様な教育的ニーズのある子供の学び方の特性は

一人一人異なっている。子供に分かりやすい授業とはどのようなものか、子供と一緒に考

える必要がある。また、授業の中での個別的な配慮や支援は、プライド、自尊感情にも配

慮する必要がある。配慮や支援のための一人だけの特別な対応が、逆に心の痛手にならな

いように、本人と十分に話し合い、納得の上で進めていく必要がある。 

島根県教育センターでは、子どもへの指導・支援を行うためには、その子どもをよく知

ること、適切に理解(実態把握)することが不可欠であるとして、教師の視点だけでなく子

供の視点でみつめるリーフレットを作成している。 
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４．「多様な教育的ニーズのある子供の 

教科指導上の配慮」の検討 
 

本研究では、過去の実践や文献、各自治体が作成しているガイドブック等を参考に、特

別な教育的ニーズのある子供に焦点を当てながら教科指導を整理し、「教科指導上の配慮

の検討に必要な観点」をまとめた。また、平成 29・30 年改訂学習指導要領各教科編に示さ

れた学習活動を行う場合に生じる困難さへの配慮を踏まえて、「教科指導上の配慮」につい

て、研究協力校等との協議を参考として、研究チームで整理・検討を行い、「教科指導上の

個に応じた配慮の例」を作成した。 

 

（１）研究協力校、研究協力機関との協議 

本研究では、小学校 15 校、中学校７校、高等学校６校、研究協力機関７自治体と「教科

指導上の配慮」に関する協議を行った。 

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、オンラインによる情報交換を行い、研究

協力校等への訪問も必要最小限になるよう配慮した。オンラインでは、研究の趣旨等を確

認し、各学校の基本情報（在籍者数、学級数、特別支援学級、通級による指導の状況等）

や、「教科指導上の配慮」に関する実践、通常の学級に在籍している特別な配慮を要する子

供の状況、合理的配慮の提供、子供の思いや願いを踏まえた実践等について情報交換を行

った。訪問による協議では、教育委員会の担当者と共に授業を参観し、通常の学級の担任

が「教科指導上の配慮」を考えるために必要なことなどについて、通常の学級の担任をは

じめ、管理職や特別支援教育コーディネーター、通級担当者等と協議をした。 

令和３年度は、平成 29・30 年改訂学習指導要領各教科編に示された学習活動を行う場合

に生じる「困難さ」に対する「指導の工夫の意図」や「個に応じた手立て」について例示

された内容を参考に、どのような実践ができるかということについて協議を行った。なお、

協議の対象とした学校は、文部科学省事業を受託した研究協力機関（福井県教育委員会、

滋賀県教育委員会、山口県教育委員会、鹿児島県教育委員会）から紹介のあった学校とし

た。また、研究協力機関との協議は、小学校・中学校・高等学校等の特別支援教育に関す

る取組や、文部科学省事業を受託した際の状況、事業内容、成果、課題、その後の状況に

ついて話題にした。 

令和４年度は、研究チームが令和３年度にまとめた「教科指導上の個に応じた配慮の例」

の内容に関する意見交換や、各学校において教師が個に応じた配慮を検討するためには、

どのように取り組めばよいか等について協議等を行った。なお、協議の対象は、研究協力

機関から紹介のあった学校や、継続的に教科指導上の配慮に関する取組を行っている学校

とした。また、特定の障害種のみが対象とならないよう留意した。 

研究協力校等とのオンラインや訪問による意見交換のほか、以下のような機会も活用し

て協議を行った。 
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「授業研究会」：研究協力校のＡ小学校とＢ中学校は、定期的（毎月、学期に数回程度）

に「授業研究会」を実施していた。「授業研究会」には、研究チームの研究員も参加し、授

業を参観後、「教科指導上の個に応じた配慮」に関する意見交換を行った。さらに、授業研

究会に参加した教育委員会の担当者と意見交換を行った。 

「研究校の授業公開」：Ｃ中学校は、特別支援教育に関する地域の研究拠点校で、校外の

教員を対象とした『授業公開』を行った。授業公開に続き、研究協議が行われ、その際、

授業担当者等と「教科指導上の個に応じた配慮」に関する意見交換を行った。 

「校内研修（授業研究）」：Ｄ高等学校は、各教科の代表となる教師が「わかりやすい授

業」に関する授業公開を行い、後日、全ての教師が同様に授業を公開するという校内研修

を行っていた。その際、同校の職員と共に授業を参観し、「教科指導上の個に応じた配慮」

に関する意見交換を行った。 

「校内研修の講師」：Ｅ中学校及びＦ高等学校では、「教科指導上の個に応じた配慮の例」

をテーマとした校内研修会を開催した。校内研修の講師として、研究チームの研究員が参

加し、各教科担任が独自に作成した個に応じた配慮について、考える流れや配慮の内容等

を確認した。 

 

＜主な協議内容＞ 

・「教科指導上の個に応じた配慮」を考える際に、はじめに、「困難さ」「困難さの背

景」「指導の工夫の意図」「個に応じた手立て」「手立ての効果の確認」の何に注目す

ると考えやすいか。 

・研究チームが作成した「教科指導上の個に応じた配慮の例」について、自身の実践

と共通する又は、異なる内容があるか。また、加筆修正した方が良い内容があるか。 

・通常の学級に在籍している子供の合理的配慮の提供、子供の思いや願いを踏まえた

実践として、どのようなことに取り組んでいるか。 

 

＜主な意見＞ 

①担任だけで個々の子供の困難さの背景を考えることに限界がある 

・子供の困難さに気付き、手立てを検討・提供している教師 

・子供や保護者からの発信がなく、子供の困難さに気付いていない教師 

②学校によって「教科指導上の個に応じた配慮」を考える流れが異なる 

・気になる子供の「困難さ」から考える学校 

・普段から行っている学級全体への「手立て」から考える学校 

・発達障害等の診断のある子供の「困難さ・困難さの背景」から考える学校 

③子供に手立ての効果等を確認することは大切である 

・考えていた以上に効果があった 

・あまり違いがなかった 

・子供が困難さを意識していなかった 
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①担任だけで個々の子供の困難さの背景を考えることに限界がある 

通常の学級の担任には、周囲の子供との様子の違いや独特な学び方をする子供もいる

ことから、子供の困難さに気付き、具体的な手立てを検討・実践している教師がいる一

方で、子供や保護者からの発信がないため、子供の困難さに気付いていない教師が一定

数いることが話題になった。また、特別な配慮を必要とする子供が増加する中で、一斉

指導において、担任だけで個々の子供の困難さの背景を考えることが難しいことについ

て、次のような意見があった。 

・集団における個々の子供の「特性や教育的ニーズ」の把握が難しい。 

・集団の中で学ぶ困難さと、個々の学びの困難さとの違いの判断が難しい。 

・現在の学びの困難さが、既習事項の理解不足や生活経験の不足による場合がある。 

このようなことから、管理職や校内委員会、特別支援教育コーディネーター、学年・

校内の同僚といった通常の学級の担当者を支える体制や、外部の関係機関との連携の必

要性が話題となった。 

 

②学校によって「教科指導上の個に応じた配慮」を考える流れが異なる 

研究協力校等との協議では、学校の実践の積み重ねの違い等によって、「教科指導上の

個に応じた配慮」を考える流れが異なった。例えば、気になる子供の「困難さ」から考

える学校もあれば、普段から行っている学級全体への「手立て」から考える学校、発達

障害等の診断のある子供の「困難さ」「困難さの背景」から考える学校があった。また、

「教科指導上の配慮」に関する意見交換では、次のような意見があった。 

・多くの子供に有効であった配慮を行っており、特に整理して考えたことがない。 

・手立ては、教科に共通するものもあれば、教科ならではのものもある。 

・手立ての効果の確認は、方法や内容が多岐にわたる。 

・手立ての効果の確認は、各教科の学習評価との関係を明確にしておく必要がある。 

 

③子供に手立ての効果等を確認することは大切である 

これまでも指導や支援に子供の思いや願いを踏まえることの重要性が指摘されてい

たが、研究協力校等との協議において、実際に手立ての効果等を子供に確認している学

校は少なかった。そこで、配慮に対する手立ての効果の確認を依頼したところ、「考えて

いた以上に効果があった」「あまり違いがなかった」「子供が困難さを意識していなかっ

た」などの状況があった。手立ての効果を確認した教師からは、授業中の子供の様子を

観察しながら指導や支援を行っていたが、教師の思いや願いと違うことがあることに驚

いたという感想もあった。 
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（２）研究チームでの整理・検討 

研究チームでは、「多様な教育的ニーズのある子供が、通常の学級での授業の内容が分か

り、学習活動に参加している実感・達成感を持ちながら、充実した時間を過ごすにはどう

したらよいのか」、「通常の学級を担当している教員が多様な教育的ニーズのある子供の指

導や支援を行うには、どのような視点が大切になるか」ということに焦点を当てながら協

議を重ねた。研究協力校等との協議を踏まえ、次のような内容について整理・検討した。 

①個と集団を意識した環境 

・学びに向かう集団を形成するための環境と個に応じた配慮 

②「教科指導上の配慮」の整理・検討 

・学習活動への「参加」と学習内容の「理解」 

③「教科指導上の個に応じた配慮」を考える流れ 

④子供の思いや願いを踏まえること 

 

①個と集団を意識した環境について 

研究協力校等の多くの学校で「わかりやすい授業」の実践をしながら、「互いに認め合

い、支え合える学級集団」や「安心して意見が出せる雰囲気」を意識するなど、学びに

向かう集団を形成するための環境づくりが重要視されていた。これらは、子供が安心し

て学習活動に参加でき、学習内容を理解することを促すものであり、個に応じた配慮の

基礎となる環境として有効であると考えた。このため、教科指導における個と集団を意

識した環境づくりを図のように整理した。（図４―１） 

 

 

図４－１ 教科指導における個と集団を意識した環境づくりのイメージ 
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②「教科指導上の配慮」の整理・検討 

研究協力校等との協議において、学習活動を行う場合に生じる「困難さ」に対する「指

導の工夫の意図」や「個に応じた手立て」は、「困難さの背景」により異なると考えると、

配慮の内容がより子供の実態に合ったものになり、指導や支援の充実が図れるという見

解が一致した。また、「教科指導における個に応じた配慮」は、手立てを講じる前だけで

はなく、講じた後に「子供の思いや願いを踏まえる」ことで、個に応じた「手立て」が

より効果的になるという見解も一致した。このようなことから、本研究で検討する「教

科指導上の個に応じた配慮」の視点として、平成 29・30 年改訂学習指導要領各教科編に

示された視点に、新たに「困難さの背景」と「手立ての効果の確認」を加え、「教科指導

上の個に応じた配慮の例」を資料としてまとめた。資料をまとめるに当たり、「困難さの

背景」については、研究チームの個々の研究員が所属する障害種別研究班の知見等も参

考とした。また、当初は、音楽や体育、図工、美術、技術・家庭等の実技を伴う教科に

ついても対象としたが、小学校・中学校・高等学校に共通性の高い教科である国語、算

数（数学）、社会、理科、外国語に注目することとした。 

 

③「教科指導上の個に応じた配慮」を考える流れ 

研究協力校等との協議において、学校の実践の違いにより、「教科指導上の個に応じた

配慮」を考える流れが異なった。例えば、気になる子供の「困難さ」から考える学校も

あれば、普段から行っている学級全体への「手立て」から考える学校、発達障害等の診

断のある子供の「困難さ」や「困難さの背景」から考える学校などがあった。そこで、

「教科指導上の個に応じた配慮」について、担任が検討しやすくなるように配慮を考え

るための流れを以下のように整理した。 

 

     
 

図は、上から下に流れるフローチャートで検討したが、学校の実践の積み重ねにより

配慮を考える流れが異なることから、上から下に流れる途中から出発することがあり、

研究協力校等との協議においても違和感があるという意見が目立った。このため、どこ

からでも出発できるような図（図４－２）としてまとめたところ、多くの学校で賛同が

得られた。また、「担任だけで困難さの背景を考えることに限界がある」という研究協力

校等の意見も踏まえ、校内での連携や、保護者、関係機関との連携も図に含めた。 

 

「困難さ」 

「困難さの背景」 

「指導の工夫の意図」 

「個に応じた手立て」 

「手立ての効果の確認」 

 

ⅰ 困難さへの気づき（子供の困難さ） 

ⅱ 困難さの背景を考える（子供の見取り） 

ⅲ 指導の工夫の意図を整理（教師の願い） 

ⅳ 個に応じた手立てを検討・実施 

ⅴ 手立ての効果を確認(子供の学びやすさ) 
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図４－２ 「教科指導上の個に応じた配慮」を考える流れ 

 

④子供の思いや願いを踏まえることが大切である 

研究協力校との協議では、配慮に対する手立ての効果の確認について、担任による指

導の工夫が子供の学びに十分につながっていないという課題があった。このため、教科

指導上の個に応じた配慮の例をまとめる際に、「手立ての効果の確認（例）」として、確

認する内容を明記することとした。 

また、研究協力校等との協議では、子供への声かけや対話を通して「教科指導上の個

に応じた配慮」を検討している小学校や、ケース会議に子供が関わる小学校、生徒自身

が自分に合った学び方を考える中学校の実践の紹介があった。いずれの実践においても、

教師からの声かけや、教師の指導や支援に子供が関わることで、学習に対する意欲やモ

チベーションの向上、主体的な学びに発展する可能性があることなどが確認された。ま

た、このような教師の姿勢が、子供にとって大きな安心感につながり、学校生活全体に

好影響があることが確認された。 
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（３）参考となる取組 

研究協力校等との協議では、訪問前に研究チームで作成した「教科指導上の個に応じた

配慮の例」を送付し、事前に研究協力校に見てもらった上で協議を行った。その際、小学

校２校、中学校１校、高等学校１校については、研究チームで作成した「教科指導上の個

に応じた配慮の例」を参考に学校が独自に作成した「教科指導上の個に応じた配慮」の内

容について協議した。また、教育委員会が主催する研修会において、「教科指導上の個に応

じた配慮」の内容を検討した資料を紹介した。 

 

①訪問前にＧ中学校（理科）で作成された「教科指導上の個に応じた配慮の例」 

Ｇ中学校を訪問した際、研究チームで提供した資料を参考に資料が作成されていた。

Ｇ中学校では、これまで学校全体でわかりやすい授業に取り組んでいたこともあり、普

段行っている「個に応じた手立て」から個に応じた配慮を検討したということであった。

国語等の複数の教科について同様に作成されており、その資料の作成の方法や内容等に

ついて協議した。ここでは、理科における個に応じた配慮として次の資料を紹介する。 

指導内容、 

学習活動 
困難さ 

困難さ 

の背景 

個に応じた 

手立て 

手立ての 

効果の確認 

知 
識 
・ 
技 
能 

自然の事象・

現象について

の理解を深め

る。 

・力の働き、密度、

濃度、電流、化学

変化の規則性、速

さなどにおける

計算ができない、

計算に時間がか

かる。 

・計算する

こ と が

困 難 で

ある。 

・公式と実際の計算との

関係を確認する 

・公式を文字ではなく、

語句で覚えさせる。 

（例）Ｖ＝ＩＲは、 

電圧＝電流×抵抗 

・時間はかかるが、

繰り返すことに

よって、解き方を

パターン化して

解法を見につけ

ることができた。 

思 
考 
力 
・ 
判 
断 
力 
・ 
表 
現 
力 
等 

問 題 を 見 出

し、見通しを

持って観察、

実験などを行

い、科学的に

探究する力を

養う。 

・観察レポートな

ど、書いてまとめ

ることができな

い。 

・書くこと

が 困 難

である。 

・タブレット端末等のＩ

ＣＴ機器を使ってレ

ポートを作成させる。 

・タブレット端末

等を使用するこ

とで、書くことの

苦手さが軽減し、

結果をレポート

などにまとめる

ことができた。 

学 
び 
に 
向 
か 
う 
力 
・ 
人 
間 
性 
等 

自然の事物・

現象に進んで

関わり、科学

的に探究しよ

うとする態度

を養う 

・学習活動に粘り

強く取り組むこ

とができず、途中

であきらめてし

まう。 

・不注意や

多動性・

衝 動 性

がある。 

・結果や成果物の善し悪

しではなく、やり遂げ

たり、協力できたりし

たことを認め褒める。 

・やり遂げる経験

を積むことで自

己肯定感が高ま

り、次の活動への

意欲につながっ

た。 

 

同様な資料について、Ｈ中学校では、学級全体への配慮と特定の生徒に対する配慮を明

確にするため、資料に【個・集団】といった欄を設け、手立てや配慮の対象を明確にする

工夫もあった。 
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②教育委員会主催研修会で作成された「教科指導上の個に応じた配慮」 

Ｉ市教育委員会が主催した通級による指導担当者及び特別支援教育コーディネーター

を対象とした研修では、事前に各学校（小学校・中学校）が独自に作成した「教科指導上

の個に応じた配慮」について、グループ別に意見交換を行い、全体で共有された（図４―

３）。後日、各学校が作成した資料や、「教科指導上の個に応じた配慮」の内容等について、

参加者の意見を踏まえて、Ｉ市教育委員会の担当者と協議を行った。 

 

 

図４―３ Ｉ市教育委員会主催研修会で参加者（小学校） 

が作成した「教科指導上の個に応じた配慮」 
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５．「多様な教育的ニーズのある子供の 

教科指導上の個に応じた配慮」の考え方 
 

ここでは、「教科指導上の配慮」の検討において、学校の実践の積み重ね等の違いにより、

配慮を考える流れが異なる状況があったことから、「教科指導上の個に応じた配慮を考え

る流れ」（図５－１）を示した上で、「教科指導上の個に応じた配慮の例」を整理した。さ

らに、子供への声かけや対話を通して「教科指導上の配慮」を検討した実践や、教師の指

導や支援に子供が関わった実践を紹介する。 

 

（１）「教科指導上の個に応じた配慮」を考える流れ 

本研究で検討した「教科指導上の個に応じた配慮」を考える流れは、配慮を考える全体

像をとらえてもらうために作成している。ⅰからⅴの数字については、説明のために付記

したもので、順序性を示すものではない。また、それぞれの項目について、一方的に流れ

るものではなく、それぞれが行き来しながら検討することを前提としている。 

 

 

 

図５－１ 「教科指導上の個に応じた配慮」を考える流れ（図４－２再掲） 

 

ⅰ 困難さへの気付き（子供の困難さ） 

通常の学級では、多くの場合、子供が同じ流れで学ぶよう指導しているが、その中で

個々の子供たちの学習の様子を観察し、学習活動に「参加」することが困難な子供や、
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教師の指示どおりに学んでいない子供、独自の学び方等をしている子供の存在に気付く

ことが重要である。ほかの子供とは明らかに様子が異なる場合や、担任が経験的にあま

り出会っていないと感じる子供たちの中には、「教科指導上の個に応じた配慮」を必要と

する子供が含まれている可能性がある。また、教師が困難さへの配慮を検討したとして

も、子供自身に困難さの自覚がない場合や、苦手なことに対して過度な不安を抱いてい

る子供もいる。このため、子供への声かけ等を通して、子供が自ら学びの困難さに気付

いていくことが重要である。平成 29・30 年改訂学習指導要領各教科編には、学習活動を

行う場合に生じる困難さが、次のように示されている。 

 

 

ⅱ 困難さの背景を考える（子供の見取り） 

困難さがある子供について、その困難さの背景を考えることで、適切な指導や必要な

支援につながる。困難さの背景を考えるためには、子供の様子を観察したり、本人・保

護者との面談等による情報収集を行ったり、必要に応じて学年会や校内委員会で協議す

ることなどが考えられる。さらに、著しい困難さが疑われる場合には、保護者や外部の

専門機関との連携により検査等を活用することも考えられる。 

 

ⅲ 指導の工夫の意図を整理（教師の願い） 

学習指導要領には、小学校・中学校・高等学校等ごとに、それぞれの教科等の目標や

大まかな教育内容が示されている。これら教科等の目標の達成や学習内容の理解に向け

て、教師が個々の子供の実態（得意なことや苦手なこと、特性）を踏まえた、指導目標

に対する指導の工夫の意図を整理することが必要である。 

 

ⅳ 個に応じた手立ての検討・実施 

個に応じた手立ては、個々の困難さの背景によって変わる。手立てを検討する際、子

供の学びやすさに注目しながら手立てを検討・実施することが求められる。また、個々

の子供の特性や学習進度、学習到達度等に応じ、指導方法や教材、学習時間等を柔軟に

検討・実施することが重要である。さらに、子供の自尊感情に配慮しながら手立ての必

要性や内容、方法等を提案し、合意形成を図りながら決定する必要がある。 

  

今回の改訂では，障害のある児童（生徒）などの指導に当たっては，個々の児童（生

徒）によって，見えにくさ，聞こえにくさ，道具の操作の困難さ，移動上の制約，健康

面や安全面での制約，発音のしにくさ，心理的な不安定，人間関係形成の困難さ，読み

書きや計算等の困難さ，注意の集中を持続することが苦手であることなど，学習活動を

行う場合に生じる困難さが異なることに留意し，個々の児童の困難さに応じた指導内

容や指導方法を工夫することを，各教科等において示している。 
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ⅴ 手立ての効果の確認(子供の学びやすさ) 

個々の子供に対して検討・実施した「個に応じた手立て」について、その効果を子供

と共に確認することで、子供の学習意欲やモチベーションの向上、主体的な学びにつな

がることが期待される。その際、「子供の学びやすさ」にも配慮しながら手立ての必要性

や内容、方法等が子供に合っていたかなどを確認すると効果的である。また、この確認

は、学習効果を高めるためだけのものではなく、個々の子供に提供した手立てに対する

確認を目的としていることが重要である。また、手立ての効果の確認の機会や方法は、

以下を参考に検討してもらいたい。 

 

＜手立ての効果の確認の機会や方法の例＞ 

・授業中の机間巡視で声をかける。 

・手立てを導入する単元の始まりや終わりに声をかける、連絡帳でやりとりをする。 

・毎週や毎月、毎学期など、定期的に三者面談をする。 

 

（２）「教科指導上の個に応じた配慮」の例 

以下、本研究で作成した「教科指導上の個に応じた配慮の例」を紹介する。資料をまと

めるに当たり、「困難さの背景」については、研究チームの個々の研究員が所属する障害種

別研究の知見等も参考とした。教科は、小学校・中学校・高等学校に共通性の高い、国語、

算数（数学）、社会、理科、外国語について、紹介する。 

また、「手立ての効果の確認」については、子供と共に行うことを促すために、「子供と

共に行う手立ての効果の確認（例）」としてまとめた（図５－２）。 

 

＜困難さ＞ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

（学習指導要領解説の記載「あり」又は「なし」） 

個に応じた手立て 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・○○○○○○○○ 

○○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○○○ 

・○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○

○ 

・○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○ 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

図５－２ 「教科指導上の個に応じた配慮の例」のレイアウト 
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＜困難さ＞ 

自分の立場以外の視点で考えたり、他者の感情を理解したりすることが難しい                  

（学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・相手の気持ちの理

解やそれに寄り添

った言動が苦手で

あるため。 

 

 

・自分の考え以外の感情

があることに気付かせ

る。 

 

・絵や吹き出しを用いて気持ちや

考えを書き出し、同じ場面や状

況でもいろいろな感情があるこ

とを教える。 

・ロールプレイや劇遊びを通し

て、他者の立場を演じてみる。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・同じ場面でも違う感情があることが分かるかを確認する。 

・絵やロールプレイが考えやすかったかを確認する。 

・病気による心理的

な不安定さや、人

間関係形成の困難

さがあるため。 

 

・他者の感情を理解す

る。 

・ロールプレイを行い、役割を担

った人（他者）の感情を考え

る。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・他者の気持ちや感情として、感じたことや考えたことを確認する。 

 

  

小学校〔国語〕
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＜困難さ＞ 

声を出して発表することが難しかったり、人前で話すことへの不安を抱いたりする 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・緊張や不安があ 

り、声を出して発

表することが難し

いため。 

・緊張や不安を解消す

る。 

 

・無理に声を出して発表しなくても

良いことを伝える。 

・筆談や音声出力を活用したり、事

前に紙に書いたり、ICT 機器を活

用したり、ビデオ録画したりする

など、発表の仕方を工夫する。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・声を出して発表することへの不安を軽減できたかを確認する。 

・どのような発表方法が発表しやすかったかを確認する。 

・発音が上手くでき

なく、人前で話す

ことへの不安を抱

いているため。 

・声を出すこと以外の方

法も含めて人前で話す

方法を考える。 

 

・VOCA や ICT 機器等を活用して人前

で話す。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・人前で話すことへの不安を軽減できたかを確認する。 

・VOCA や ICT 機器等を活用した発表方法はどうであったかを確認する。 
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＜困難さ＞ 

文章を目で追いながら、音読することが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・文章を読む際、ど

こを読んでいるの

かがわからなくな

るため。 

 

 

 

 

・自分が読んでいるとこ

ろが分かるようにす

る。 

・文字を指で押さえながら読む。 

・スリットを用意する。 

・教科書の文を指等で押さえながら

読むよう促す。 

・行間を空けるために拡大コピーを

したものを用意する。 

・語のまとまりや区切りが分かるよ

うに分かち書きされたものを用

意する。 

・読む部分だけが見える自助具（ス

リットやミニ定規等）を活用す

る。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・文書を正しく、最後まで読むことができたかを子供に聞いたり、教師が見たりして確

認する。 

・スリット等を用いることで、読みやすくなったかを子供に聞いて確認する。 

・視力の低さや視野

の狭さがあるた

め。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文字が見えやすい環境

を整える。 

・子供の視力や視野に応じた拡大

率、行間､字間、コントラストの

文字や図で作成された教材を用

意する。 

・適切な明るさを確保する。 

・書見台や弱視レンズ、等の視覚

補助具を使用する。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・教材に書かれた文字の見えやすさなどを子供に聞いて確認する。 

・弱視レンズや拡大読書器等の視覚補助具を適切に使用することができるかを教師が見

て確認する。 
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・眼球の動き、首の

動きの制限がある

ため。 

・文章を目で追えるよう

にする。 

・書見台等を活用して、本人が文

章を目で追うことができる位置

に教科書等を設置する。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・文章を目で追えたかを確認する。 

・教科書等を設置した位置はどうであったかを確認する。 

 

＜困難さ＞ 

言葉の意味理解が難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・相手の気持ちをく

みとることが苦手

であったり、語彙

力不足していたり

するため。 

・場面や状況に応じた言

葉が分かるようにす

る。 

    

・図や絵などを用いて、場面や状

況にあった言葉を教える。 

・言葉の意味が理解できていない

場合は、本人が理解できる言葉

で言い換えて教える。 

・学習や生活の中で意図的に場面

や状況を設定し、理解できてい

ない言葉を使うようにする。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・場面や状況に応じた言葉が使えているかどうかを確認する。 
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＜困難さ＞ 

文字や文章を書くことが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・手指や腕の動きの

制限があるため。 

 

 

 

・筆記具を使用して文字

や文章を書けるように

する。 

・パソコンやタブレット

端末等を活用し、代替

手段で文字を書けるよ

うにする。 

・筆記具が握れるように、シリコ

ン樹脂等で本人の指に合わせた

補助具を使用する。 

 

・パソコンやタブレット端末等を

活用して文字や文章を打ち込ん

で作成できるようにする。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・筆記具を握って文字や文章が書けたか、使いやすさを確認する。 

・パソコンやタブレット端末等を活用して文字や文章を打ち込む方法はどうであったか

を確認する。 

・短期記憶が苦手で

あったり、縦読み

が苦手であったり

するため。 

 

 

 

・時間内に書き写せるよ

うにする。 

・文字の大きさや余白など見やす

く板書する。 

・書く時間を十分に確保する。 

・書き写す量を調整する。 

 
・板書を撮影して、手元で確認し

ながら書き写すことを認める。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・書き取れた内容や量について確認する。 
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・音声が聞こえにく

いため。 

 

 

・主担当以外の教師が、

要約筆記をパソコンで

行い、要約筆記用タブ

レット端末で教師の話

を伝え、必要なことを

書けるようにする。 

・黒板や要約筆記を見ながら、板

書や必要なことをノートに書け

るようにする。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・黒板や要約筆記を活用しながら、ノートに書くことについて、学習しやすいかどうか

を確認する。 
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＜困難さ＞ 

地図等の資料から必要な情報を見付け出したり、読み取ったりすることが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・読み取る範囲が広

く、必要な情報を捉

えることが苦手であ

るため。 

・必要な情報を捉える際

に必要な視点を理解さ

せる。 

・必要な情報を読み取る

段階を明示する。 

・見る範囲を限定したり、掲載さ

れている情報を精選したりし

て、視点を明確にする。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・ワークシート等の成果物から、どの段階でつまずいているかを確認する。 

・机間指導などの際に、視点や範囲を指示した状態で、必要な情報をどの程度見つけ出

せるかを見とる。 

・文字や記号が小さく

て見えにくいため。 

・文字を読みやすくす

る。 

 

・読み取りやすくするために、地

図等の情報を拡大する。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・文字の見えやすさなどを児童に聞いて確認する。 

 

＜困難さ＞ 

社会的事象に興味・関心をもつことが難しい 

                        （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・身近な生活とのつな

がりが分からないた

め。 

・取り扱う社会的事象が

身近な生活や自身の経

験と結びついているこ

とを理解させる。 

・その社会的事象の意味を理解し

やすくするため、社会の営みと

身近な生活がつながっているこ

とを実感できるよう、特別活動

などとの関連付けなどを通し

て、具体的な体験や作業などを

取り入れ、学習の順序を分かり

やすく説明し、安心して学習で

きるよう配慮する。 

小学校〔社会〕
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子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・興味・関心を持たせるための教材や発問に対する個人的な経験や解釈などの意見が得

られるかどうかを確かめる。 

・授業や単元の終わりなどに振り返りの時間を設定し、取り扱った社会的事象につい

て、どのような興味や関心を持って学習に臨んだかを尋ねる。 

・経験や体験等の不足

により、実感がもて

ないため。 

・経験や体験の不足を補

う。 

・ゲストスピーカーを招いたり関

係者の体験を記録した教材を用

いたりして、児童の経験を補

い、児童同士で感想を伝え合わ

せたり、記述させたりする。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・児童が意見交換に参加しているか、感想の記述に取り組めているかどうか様子を確認

する。 

 

＜困難さ＞ 

社会的事象についての学習問題に気付くことが難しい 

                        （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・問われている学習問

題の意味がわからな

いため。 

・学習問題の意味を理解さ

せ、動機付けさせる。 

・社会的事象を読み取りやすく

するために、写真などの資料

や発問を工夫する。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・資料提示や発問をした直後の学習態度に注目する。 

・学習問題を焦点化す

ることが苦手である

ため。 

・学習問題を焦点化する。 ・課題に対してどのように取り

組むことが今求められている

かを発問する。 

・学習テーマに関わる問題の当

事者の立場になって考えさせ

る。 
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子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・課題への取り組み方について正しい理解が得られているかどうか確認する。 

・ロールプレイ等において問われている問題が表現できているかを見取る。 

・授業の終わりに振り返りの時間を設け、課題への取り組みやすさ、自身の学習意欲や

その要因について記述させる。 

 

＜困難さ＞ 

社会的事象に関わる学習問題について予想を立てることが難しい 

                        （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・学習の見通しがもて

ないため。 

・学習の今後の見通しを立

てられるようにする。 

・見通しがもてるようヒントに

なる事実をカード等に整理し

て示し、学習順序を考えられ

るようにする。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・学習順序について直接意見を聞いたり、ペアやグループで意見交換をさせたりして、

提示した学習順序がその児童にとって意味をなしているか確認する。 

・経験や体験等の不足

により、予想を立て

ることが難しいた

め。 

・予想を立てる上で必要な

情報が何か理解させる。 

・予想を立てさせる際に、これ

まで学習した内容や自分の経

験を話し合わせる時間を設け

る。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・予想を立て記述させる時間を設け、注目する児童がどのような問いの際に予想を立て

るのが困難あるいは容易になるかを確認する。 
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＜困難さ＞ 

情報収集や考察、まとめの場面において、考える際の視点を定めるのが難しい 

（学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・考え方の見通しがも

てないため。 

・情報収集や考察、まと

めの場面において適切

な視点を選び取る経験

をさせる。 

・見本を示したワークシートを作

成する。 

・必要な視点やキーワードなどに

ついて児童同士の意見交換など

を通して考えさせる。 

 
子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・情報収集や考察、まとめに至るまでに有効だった視点やヒントについて振り返らせ

る。 

・意見交換の中で確認できたキーワードを使って表現できているかを確認する。 

 

＜困難さ＞ 

社会見学の際に移動が難しい 

（学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・車椅子のため、移動

が困難であるため。 

・他の児童と同様の学習内

容をできる限り保障す

る。 

・社会見学の様子の映像や写真

を同時あるいは事後に共有す

る。 

 

・社会見学で得て欲しい情報に

ついてワークシートなどに記

述する。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・映像、写真、ワークシートなどの支援した情報が役立ったか、あるいは感想などを聞

き取る。 
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＜困難さ＞ 

資料を元に問題文に解答することが難しい 

（学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・問題文が求めている

解答を予測できない

ため。 

・問題文が求めている大ま

かな解答内容の予想をさ

せる。 

・問題文を要素に分解したり、

「どのように」「なぜ」などの

特定のキーワードに着目した

りさせる。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・教師の補助やワークシートの工夫のどこが効果的だったのかを児童に振り返らせたり

評価させたりする。 

・資料から適切な情報

を読み取れないた

め。 

・資料から適切な情報を読

み取らせる。 

・資料一つひとつから読み取れ

ること、複数の資料を合わせ

て読み取れることについて話

し合わせる。 

 
子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・話し合いの様子から、どのような資料あるいはどのような発問を苦手としているか推

測したり、聞き取ったりする。 

・問題文や資料の読み

取りはできるが、適

切な形で解答するこ

とに困難があるた

め。 

・問題文に対して適切な回

答の形式について理解さ

せる。 

・模範解答を提示し、解答の仕

方や解答の構造を分析させ

る。 

・解答に含まれるキーワードを

提示して解答を作らせる、あ

るいは模範解答の一部だけを

空欄にして、空欄に入る語句

を考えさせる。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・解答の仕方や解答の構造を分析したことがどの程度役立ちそうか振り返らせる。 

・キーワードの提示や空欄補充による設問など教師が採用した設問の形が、自由記述な

ど他の解答形式と比べて効果的だったか評価させる。 
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＜困難さ＞ 

社会的事象などについての周囲との意見交換が難しい 

（学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・社会的事象などにつ

いての意見交換の際

に、自分の考えに自

信を持てないため。 

・意見の妥当性について自

信を持たせる。 

・教師が机間指導中に児童の意

見を聞き取り、応答をし、児

童の意見に自信を持たせる。

あるいは児童同士の意見交換

の時間を設け、様子を観察す

る。 

・学校での既習事項を振り返る

のか、児童のこれまでの経験

から振り返ってほしいのか

等、補助的な指示をする。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・意見交換の際に教師自身が児童の様子を観察したり、周囲の児童から意見交換の様子

についての感想を聞き取ったりする。 

・自分の興味関心や文

化的背景から、自分

の意見に過剰にこだ

わるため。 

・意見が変容すること自体

を前向きに捉えさせる。 

 

・自分の意見の譲れるところ、

譲れないところについて自己

省察をさせる。 

・他者の意見を踏まえて意見を

変容させた児童を積極的に評

価する雰囲気を作る。 

 
子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・意見の変容が起きたかどうか、意見交換の後の記述や振り返りから確認する。 

・他の児童に対して攻

撃的になるため。 

・意見交換のためのルール

を学ばせる。 

・意見交換のためのルールにつ

いて話し合いをさせる。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・意見交換の際の話し合いが上手くいったとき、上手くいかないときについて振り返る

時間を設け、ワークシートや口頭で意見交換についての感想を確認する。 
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＜困難さ＞ 

授業中に取り扱う用語や概念の意味を捉えることが難しい 

（学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・社会科の用語などに

ついて、漢字が読め

ないため。 

・漢字の読みでつまずかな

いようにする。 
・必要に応じてワークシート等

にルビを振っておく。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・ルビが役立っているかを児童に確認する。 

・外来語などの意味が

分からないため。 

・外来語の意味や用法が分

かるようにする。 

・漢字が読めないとき、あるい

は外来語の意味が分からない

ときに周囲の児童に聞けるよ

うな雰囲気づくりをしてお

く。 

・その言葉の現代的な使われ方

などを取り上げ、元々の意味

との共通点を探らせる。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・言葉でつまずく様子がないか確認する。 

・既習事項だが児童に

定着していないた

め。 

・既習事項についての理解

を確かめる。 

・既習事項について口頭やワー

クシートで問いかける。ある

いは児童同士で教え合うよう

に指示する。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・既習事項の知識を用いた学習課題を設定し、どの程度解答できるかを確認する。 

 

＜困難さ＞ 

単元を通して取り組む大きな問いや、学習課題に対して見通しが持つのが難しい 

（学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・単元を通して扱う問

いが大きすぎるた

め。 

・問いに対してどのような

事柄を理解すれば良いの

かの見通しを持たせる。 

・大きな問いに答えるための補

助的な問いを用意する。必要

に応じて補助的な問いをワー

クシートなどに示す。 
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子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・単元を通して扱う問いに答える上で、補助的な問いが役立っているかどうかを考えさ

せ、意見を求める。 

・問いの抽象度が高す

ぎるため。 

・抽象的な知識を問う問い

を具体的な経験と結びつ

けたり、単純な問いに置

き換えさせたりする。 

・個人の経験と繋がりを持たせ

られるような問いにする。あ

るいは問いに答えるための情

報の範囲を限定して示す。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・教師側の声かけや問いの工夫は実感できたか聞き取る。 

・単元を通した問い

と、そのための補助

的な問いや作業の対

応関係が分からな

い。 

・単元を通した問いに対し

て設定された補助的な問

いや作業の意味を理解さ

せる。 

・設定した補助的な問いや作業

は単元を通した問いを明らか

にするのにどの程度役立つか

について意見を述べさせる。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・補助的な問いや作業が役立つかの意見を聞くことを通して、補助的な問いや作業につ

いての児童の理解を教師が吟味する。 

・大きな問いに対して自分だったらどのような問いを設定するかを考えさせる。 

＜困難さ＞ 

社会的事象・社会問題などを取り上げたパフォーマンス課題に取り組むことが難し

い。 

（学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・課題の意味を理解す

ることに困難がある

ため。 

・課題の理解でのつまずき

を見つける。 

 

・課題文の中で分からないとこ

ろを意見交換させ、質問を促

す。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・課題の意味について自分なりに解釈したところや分からないところなどについて意見

交換をさせ、課題についての理解を確認する。 

・課題に取り組む意欲

が湧かないため。 

 

・課題の内容と実社会との

つながりを理解させる。 

 

・課題に取り組むことが実社会

でどのように役立つかを考え

させたり、あるいは教師が説

明したりする。 
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子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・教師が設定した課題にどの程度取り組む価値があるかどうか、どのような価値がある

かについて意見交換をさせて様子を見とる。 

・課題に対してどのよ

うな方向性で取り組

めば良いか分からな

いため。 

・課題の評価基準を理解さ

せる。 

・課題の評価基準を共有した上

で、課題に取り組んだ例を提

示し、児童に評価をさせる。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・作品例への評価について、周囲や教師の下す評価と、その児童の下す評価の間に大き

なズレがないかに着目する。 
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＜困難さ＞ 

「商」「等しい」など、児童が日頃使用することが少なく、抽象度の高い言葉の理解が

難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・加減乗除などの言葉

の意味と実際の学習

活動との結びつきが

十分でないため。 

・体験的な活動を通して視

覚的・具体的なイメージ

をもてるようにする。 

・児童の興味・関心や生活経験

に関連の深い教材を取り上げ

て、既習の言葉や分かりやす

い言葉に置き換えて、イメー

ジをもてるようにする。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・言葉の意味を理解し、学習ができているかを確認する。 

 

＜困難さ＞ 

文章を読み取り、数量の関係を式を用いて表すことが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・推論することが難し

く、数量の関係を具

体的にイメージでき

ないため。 

・数量の関係に対する具体

的なイメージをもち、数

式などをたてることがで

きるようにする。 

・児童の経験に基づいた場面や

興味ある題材を取り上げる。 

・具体物を用いて場面の動作化・

ブロックや積み木などの触覚

教材を用いた操作活動をさせ

る。 

 

・解決に必要な情報に注目でき

るよう文章を一部分ごと示し

たり、図式化したりする。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・文章題を読み取り、正しく数式などがたてられているかを確認する。 

小学校〔算数〕
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・文章題の言葉の理解

が難しく、文章題で

問われていることが

理解できないため。 

・文章で問われている内容

を理解できるようにす

る。 

・文章題に書かれている内容に

ついて、絵に描かせたり、言

葉で状況を説明させたりして

具体的なイメージをもたせ

る。 

 
子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・類似した文章題を解かせ、理解して解答できるかどうかを確認する。 

 

＜困難さ＞ 

空間図形のもつ性質を理解することが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・視力の低さや視野の

狭さなどから、空間

的なイメージができ

ないため。 

・直線や平面の位置関係を

イメージできるようにす

る。 

・立体模型を触らせるなどしな

がら、言葉で特徴を説明した

り、見取り図や展開図と見比

べて位置関係を把握したりす

る。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・直線や平面の位置関係のイメージができているかを確認する。 

・位置や空間を表す言

葉の意味が理解でき

ないため。 

・基点を明確にすること

で、位置や空間を表す言

葉を正しく理解できるよ

うにする。 

・自分を基点にし、体験を通し

て、位置関係の言葉を具体的に

理解させる。 

・基点を明確にし、向きを矢印で

示すなど視覚的な手がかりを

用いる。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・位置や空間を表す言葉を正しく理解できているかを確認する。 
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＜困難さ＞ 

データを目的に応じてグラフに表すことが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・視力の低さや視野の

狭さなどから、自分

の作図の過程や結果

を視覚的に確認しに

くいため。 

・見えにくい状態を軽減さ

せ、大枠のイメージがつ

めるようにする。 

・グラフを大きくしたり、作図

しようとしているグラフ全体

の形を言葉で説明したりし

て、グラフのイメージをもた

せる。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・作図しようとしているグラフを言葉で説明させ、実際に作図したグラフが意図した物

になっているかを確認する。 

・必要なデータや複数

のグラフの構造を捉

えにくく、目的に応

じたグラフに表すこ

とができないため。 

・グラフの種類や目的に応

じたグラフの表し方があ

ることを理解できるよう

にする。 

・同じデータを棒グラフや折れ

線グラフなど違うグラフに表

して見比べることを通して、

よりよい表し方に気付かせ

る。 

 

 

 

 

 

・縦軸・横軸の意味理解と座標

の感覚を将棋などのゲームを

通して理解させる。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・作図しようとしているグラフを言葉で説明させ、実際に作図したグラフが意図した物

になっているか確認する。 

 

  



- 50 - 

 

＜困難さ＞ 

大きな数の概念や小数の計算をするのが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・繰り上がりや繰り下

がりの手続きなど十

進法位取りができな

いため。 

・十進法位取りが正しくで

きるようにする。 

・１０のまとまりを捉えられる

ような図や位取り表を使用す

る。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・位取り表の１マスに１つの数字が入り、十進法位取りについて理解できているかを確

認する。 

・具体的なものと抽象

的なものを結びつけ

にくく、大きな数や

小数などのイメージ

ができないため。 

・大きな数や小数のイメー

ジが正しく持てるように

する。 

・具体物や図で視覚的に捉えた

り、身近なものに置き換えた

りする。 

 
子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・いくつかの大きな数や小数について、大小を判別したり、言葉で説明したりできるか

を確認する。 

 

＜困難さ＞ 

面積や体積について、既習を基に立式することが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・底辺や円周率など、

図形と言葉を結び付

けにくく、公式の意

味が理解できないた

め。 

・公式を使い、面積や体積

を求めることができるよ

うにする。 

・式と図形を対応させた色をつ

けるなど注目してほしいとこ

ろを強調して、公式と図形の

関係を結びつける。 

・具体物を用いて、見たり、触

ったり、回転させたりしなが

ら違いを確認する。 

 
子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・公式が表しているものを言葉で説明させ、正しく図と結びついているかを確認する。 
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＜困難さ＞ 

用具を用いて測定したり、線を引いたり、図形を描いたりすることが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・手指や腕の動きの制

限があるため、コン

パス・定規などが上

手く扱えず、正確な

作図や測定ができな

いため。 

・使いやすい筆記具などを

工夫することにより、作

図や測定ができるように

する。 

・筆記具が握れるようにシリコ

ン樹脂等で本人の指に合わせ

た補助具を使用する。 

 
・書見台等を活用して図形を描

くノート等の位置を調整す

る。 

 
・視空間認知に弱さが

あり、正確な作図や

測定ができないた

め。 

・筆記具の使い方などを工

夫することにより、作図

や測定ができるようにす

る。 

・目盛りや数値がはっきりと書

かれている（白黒反転）もの

や、大きく書かれている定規

や分度器を使う。 

 
・パソコンやタブレット端末を

活用する。（アプリの活用な

ど） 

 
・定規やコンパスの軸が動かな

いように固定したり、定規等

の測定の基点に印をつけたり

する。 

・作図については、正確さを厳

密に求めないようにする。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・文房具の工夫などにより、測定や作図の困難さが軽減されたかを確認する 
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＜困難さ＞ 

実験を行う活動において、実験の手順や方法を理解することが困難で、見通したもて

なかったりして、学習活動に参加することが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・手順や器具が多いた

め、必要な情報を捉

えることが難しいた

め。 

・学習の見通しがもてるよ

うにする。 

・実験・観察の目的を明示した

り、操作手順を具体的に示し

たり、扱いやすい実験道具を

用いる。 

・方法を視覚的に表したプリン

トを掲示したり、配付したり

する。 

 

・難聴のため、口頭だ

けの指示では分か 

りにくいため。 

・指示が伝わりやすくす

る。 

・視力の低さのために

操作方法を把握でき

ないため。 

・見えにくさを解消する。 ・実験・観察の手順や方法が見

やすいプリントを手元に置

く。 

・病気による学習空白

のため、経験や体験

等の不足し、使い方

や方法について理解

していないため。 

・経験不足を補う。 ・経験していない内容を事前に

伝える。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・実験・観察を手順通りに、最後まで行えたか確認する。 

 

  

小学校〔理科〕
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＜困難さ＞ 

燃焼実験のように危険を伴う学習活動において、危険に気付きにくいため、安全に実

施することが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・手順が多いため、気

が散ってしまい、考

えたことをすぐに行

動してしまうため。 

・児童を危険な状態にしな

いようにする。 

・教師が確実に様子を把握でき

る場所で活動できるように配

慮する。 

・危険なポイントを示し、なぜ

危険なのかを伝える。 

・整理された学習環境で取り組

めるように工夫する。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・実験・観察中に危険なく行えているか確認する。 

・車椅子移動や手指の

動きの制限があった

り、不器用であった

りするため、危険へ

の対応が遅れてしま

うため。 

・車椅子や補助具の操作、

手指の動き等が上達する

ようにする。 

・学習内容に応じた動きができ

るように、操作方法や動きを

練習する。 

 

※理科室で車いすの練習をしている様

子 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・車椅子、補助具の使いやすさや手指の動きを確認する。 
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＜困難さ＞ 

自然の事物・現象を観察する活動において、時間をかけて実験や観察をすることが難

しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・学習の見通しがもて

ず、気が散ってしま

うため。 

・学習の見通しをもち、実

験・観察の内容に着目し

やすくする。 

・実験・観察の手順や方法を視

覚的に表したもの等を掲示し

たり、ICT 教材を活用したり

して、注目するポイントを示

す。 

 

・視力が低いため、遠

いものや動くものを

見て観察することが

難しいため。 

・視力を補って、観察でき

るようにする。 

・観察できるものを手元に置

き、触って確認できるように

する。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・実験・観察に集中して行えているか確認する。 

・病気や障害等により

体力が少ないため。 

・休みながら行えるように

する。 

・休憩できるスペースを設け

る。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・授業中に体調不良になっていないか確認する。 
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＜困難さ＞ 

実験・観察から必要な情報を見付け出したり、読み取ったりすることが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・手順や器具が多いた

め、必要な情報を捉

えることが難しいた

め。 

・情報を精選し、視点を明

確にするなどの配慮をす

る。 

・読みとったり、把握しやすく

するために、必要な部分を拡

大したり、限定したりする。 

 

・視力の低さのために

実験の変化を把握し

たり、器具の目盛り

を読み取ったりする

ことが難しいため。 

・見えにくさを解消する。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・ワークシートなどに記入させることから、読み取れているか確認する。 

 

＜困難さ＞ 

実験や観察について予想を立てることや、考える際の視点を定めることが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・これまでに学習した

内容を組み合わせた

り、順序立てたりし

て考えることが苦手

なため。 

・学習した内容を順序立て

て考えられるようにす

る。 

・見通しがもてるよう、これま

でに学習した内容についてヒ

ントになる事項を図やカード

等に整理して示す。 

・これまでに実験・観察した内

容の違いが比較できるように

黒板に図を並べて示す。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・ワークシートなどに記入させることから、予想できているか確認する。 
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＜困難さ＞ 

音声を聞き取ることが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・外国語と日本語の音

声やリズムの違いを

認識することに課題

があるため。 

 

 

 

 

・音声を聞き取ること

が難しく、活動の流

れを理解できないた

め。 

・音声を聞き取れるように

する。 

・リズムやイントネーショ

ンを理解できるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の活動の流れが分か

るようにする。 

・外国語と日本語の音声やリズ

ムの違いに気付くことができ

るよう、リズムやイントネー

ションを、教師が手拍子を打

つ、音の強弱について手を上

下に動かして表すなどの配慮

をする。 

・発音の音量を大きくする。 

・口形をはっきり示す。 

 

・本時の流れが分かるように、

本時の活動の流れを文字で黒

板に記載する。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・外国語と日本語の音声やリズムの違いに気付くことができるようになったかを確認す

る。 

・本時の流れが分かり、活動に参加できているかを確認する。 

 

  

小学校〔外国語活動〕
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＜困難さ＞ 

１単語当たりの文字数が多い単語や、文などの文字情報になると、読む手掛かりを

つかんだり、細部に注意を向けたりするのが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・語のまとまりを認識

することに課題があ

るため。 

・文字を読む手がかりをつ

かめるようにする。 

 

 

 

・板書に貼られたカードか

ら語彙や表現を理解でき

るようにする。 

・語のまとまりや文の構成を見

て、そろえやすくするよう、

外国語の文字を提示する際に

字体をそろえたり、線上に文

字を書いたりする。 

・語彙・表現などを記したカー

ドなどを黒板に貼る際には、

貼る際には、貼る位置や順番

などに配慮する。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・文字や単語を読む手がかりをつかめたかを確認する。 

 

＜困難さ＞ 

活字体で書かれた文字を見て、どの文字であるのかを識別することが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・単語のまとまりを認

識することが難し

く、活字体で書かれ

た文字を識別するこ

とに課題があるた

め。 

 

・活字体で書かれた文字を

識別し、読めるようにす

る。 

 

・文節をはっきりさせ、単語の

まとまりを○で囲む等して、

単語を意識できるようにす

る。 

・身近な場所にある看板や持ち

物に記されている活字体で書

かれた文字に意識を向けさせ

るようにする。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・活字体で書かれた単語を識別できるようになったかを確認する。 
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＜困難さ＞ 

単語や文章を話すことが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・話すときに、単語や

文章が頭に思い浮か

ばないため。 

・単語や文章を話すことが

できるようにする。 

 

・話す内容を頭の中で整理でき

るように、紙に書く等の工夫

をする。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・話す内容を話すことができるようになったかを確認する。 

 

＜困難さ＞ 

発声等でコミュニケーションをとることが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・発音の明瞭度が低

く、相手とのコミュ

ニケ―ションに課題

があるため。 

・構音がうまくでき

ず、相手に分かるよ

うに発音することが

難しいため。 

・相手と会話し、コミュニ

ケーションを取れるよう

にする。 

 

・構音がうまくできるよう

にする。 

・発音の模倣等を示す等、相手

とコミュニケーションがとれ

るようにする。 

 

・口形や発音の模倣等を示す

等、コミュニケーションがと

れるようにする。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・はっきりと発音して、相手とコミュニケーションをとることができたかを確認する。 

・正しく構音して、コミュニケーションをとることができたかを確認する。 
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＜困難さ＞ 

人前で実物やイラスト、写真などを見せながら話すことが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・活動の見通しがもて

なく、緊張や不安が

あり、声を出して発

表することが難しい

ため。 

・活動に見通しがもてるよ

うにする。 

 

・人前で話すことへの不安

を解消する。 

・最終活動の見通しがもてるよ

うに、最終活動となるモデル

を示し、活動のイメージをも

たせる。 

 

・自信をもって発表できるよう

に肯定的に児童の発表を支援

する。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・人前で話すことへの不安・緊張が解消されたかどうかを確認する。 

 

＜困難さ＞ 

大文字と小文字の正しいか書き分けや、符号を適切に使って書くことが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・大文字と小文字の

正しいか書き分け

や、符号を適切に

使って書くことに

困難があるため。 

・大文字と小文字の正し

いか書き分けや、符号

を適切に使って書くこ

とができるようにす

る。 

 

・単語等に着目し、大文字と小文字

の正しいか書き分けや、符号を適

切に使って書くことができるよう

に、大文字や符号を強調して示す

ようにする。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・大文字と小文字の正しいか書き分けや、符号を適切に使って書くことができるように

なったかを確認する。 
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＜困難さ＞ 

自分の立場以外の視点で考えたり、他者の感情を理解したりすることが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・相手の意図を理解で

きなかったり、相手

の表情から感情を読

みとったりすること

が難しいため。 

・病気による心理的な

不安定さや、人間関

係形成の困難さがあ

るため。 

・人間関係形成が困難

であるという特性が

あるため。 

 

・他者の感情を理解させ

る。 

 

・生徒が身近に感じられる文章

（例えば、同年代の主人公の物

語など）を取り上げ、文章に表

れている心情やその変化等が分

かるよう、行動の描写や会話文

に含まれている気持ちがよく伝

わってくる語句等に気付かせた

り、心情の移り変わりが分かる

文章の中のキーワードを示した

り、心情の変化を図や矢印など

で視覚的に分かるように示して

から言葉で表現させたりするな

どの配慮をする。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・他者の気持ちや感情が分かるキーワードを抜き出せているかを確認する。 

中学校・高等学校〔国語〕
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＜困難さ＞ 

比較的長い文章を書くなど、一定量の文字を書くことが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・読み書きに困難さが

あり、書き写すこと

に時間がかかるた

め。 

・手指や腕の動きの制

限があるため、文字

や文章を書くことが

難しいため。 

・手で書くこと以外の方法

も提示する。 

・文字を書く負担を軽減するた

め、手書きだけではなく ICT 

機器を使って文章を書くこと

ができるようにするなどの配

慮をする。 

 

・写真撮影したものをノートに

貼らせる。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・代替え手段で記録したとしても、授業内容は理解できているか確かめる。 
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＜困難さ＞ 

声を出して発表することが難しかったり、人前で話すことへの不安を抱いていたり 

する 

（学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・難聴のため、発音の

明瞭度が低く、相手

とのコミュニケ―シ

ョンが難しいため。 

・構音がうまくでき

ず、相手に分かるよ

うに発音することが

難しいため。 

・緊張や不安があり、

声を出して発表する

ことが難しいため。 

・声を出す以外の発表方法

について提示する。 

・紙やホワイトボードに書いた

ものを提示したり ICT 機器を

活用したりして発表するな

ど、多様な表現方法が選択で

きるように工夫し、自分の考

えを表すことに対する自信が

もてるような配慮をする。 

 
子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・代替え手段で発表することに抵抗感がなくなったかどうかを確認する。 

 

＜困難さ＞ 

言葉の意味理解が難しい 

（学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・手指や腕の動きの制

限があるため、文字

や文章を書くことが

難しいため。 

 

・筆記具を使用して文字や

文章を書けるようにす

る。 

・筆記以外の文字や文章を

書く方法を考える。 

・筆記具が握れるように、シリ

コン樹脂等で本人の指に合わ

せた補助具を使用する。 

 
・書見台等を活用して、文字や

文章を書くノート等の位置を

調整する。 

・パソコンやタブレット端末等

を活用して文字や文章を打ち

込んで作成できるようにす

る。 
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子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・筆記具を握って文字や文章が書けたかを教師が見て確認する。 

・ノート等を設置した位置が適当であったかを生徒に聞いて確認する。 

・パソコンやタブレット端末等を活用して文字や文章を打ち込む方法はどうであったか

生徒に聞いて確認する。 

・補助具の使いやすさを生徒に聞いて確認する。 

 

＜困難さ＞ 

板書をノートに正しく書き写すことが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・読み書きに困難さが

あり、書き写すこと

に時間がかかるた

め。 

 

・時間内に書き写せるよう

にする。 

 

 

 

 

・文字の大きさや余白など見や

すく板書する。 

・書く時間を十分に確保する。 

・書き写す量を調整する。 

・板書を撮影して、手元で確認

しながら書き写すことを認め

る。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・書き取れた内容や量について確認する。 

・時間内で書き写せたかを確認する。 
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＜困難さ＞ 

教科書や資料を見ながら、説明を聞くことが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・聞くことと見ること

を同時にすることが

難しいため。 

・教科書や資料を見ながら

説明を聞けるようにす

る。 

 

 

・大型ディスプレイや拡大コピ

ーで教科書や資料を大きく提

示し、その近くで説明する。 

 

・見る時間と聞く時間を分け

る。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・内容が正しく聞き取れたかを確認する。 
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＜困難さ＞ 

地図等の資料から必要な情報を見付け出したり、読み取ったりすることが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・読み取る範囲が広

く、必要な情報を捉

えることが苦手であ

るため。 

・必要な情報を捉える際

に必要な視点を理解さ

せる。 

・必要な情報を読み取る

段階を明示する。 

・見る範囲を限定したり、掲載さ

れている情報を精選したりし

て、視点を明確にする。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・ワークシート等の成果物から、どの段階でつまずいているかを確認する。 

・机間指導などの際に、視点や範囲を指示した状態で、必要な情報をどの程度見つけ出

せるかを見とる。 

・文字や記号が小さく

て見えにくい。 

・文字を読みやすくす

る。 

・読み取りやすくするために、地

図等の情報を拡大する。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・文字の見えやすさなどを生徒に聞いて確認する。 

 

＜困難さ＞ 

社会的事象に興味・関心をもつことが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・身近な生活とのつな

がりが分からないた

め。 

・取り扱う社会的事象が

身近な生活や自身の経

験と結びついているこ

とを理解させる。 

・その社会的事象の意味を理解し

やすくするため、社会の営みと

身近な生活がつながっているこ

とを実感できるよう、特別活動

などとの関連付けなどを通し

て、具体的な体験や作業などを

取り入れ、学習の順序を分かり

やすく説明し、安心して学習で

きるよう配慮する。 

中学校〔社会〕・高等学校〔地理歴史・公民〕
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子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・興味・関心を持たせるための教材や発問に対する個人的な経験や解釈などの意見が得

られるかどうかを確かめる。 

・授業や単元の終わりなどに振り返りの時間を設定し、取り扱った社会的事象につい

て、どのような興味や関心を持って学習に臨んだかを尋ねる。 

・経験や体験等の不足

により、実感がもて

ないため。 

・経験や体験の不足を補

う。 

・ゲストスピーカーを招いたり関

係者の体験を記録した教材を用

いたりして、生徒の経験を補

い、生徒同士で感想を伝え合わ

せたり、記述させたりする。 

 
子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・生徒が意見交換に参加しているか、感想の記述に取り組めているかどうか様子を確認

する。 

 

＜困難さ＞ 

社会的事象についての学習上の課題に気付くことが難しい 

                     （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・問われている学習上

の課題の意味がわか

らないため。 

・学習上の課題の意味を理

解させ、動機付けさせ

る。 

・社会的事象を読み取りやすく

するために、写真などの資料

や発問を工夫すること。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・資料提示や発問をした直後の学習態度に注目する。 

・学習上の課題を焦点

化することが苦手で

あるため。 

・学習上の課題を焦点化す

る。 

・ 課題に対してどのように取り

組むことが今求められている

かを発問する。 

・学習テーマに関わる問題の当

事者の立場になって考えさせ

る。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・課題への取り組み方について正しい理解が得られているかどうか確認する。 

・ロールプレイ等において問われている問題が表現できているかを見取る。 

・授業の終わりに振り返りの時間を設け、課題への取り組みやすさ、自身の学習意欲や

その要因について記述させる。 
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＜困難さ＞ 

社会的事象に関わる学習上の課題について予想を立てることが難しい 

                     （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・学習の見通しがもて

ないため。 

・学習の今後の見通しを立

てられるようにする。 

・見通しがもてるようヒントに

なる事実をカード等に整理し

て示し、学習順序を考えられ

るようにする。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・学習順序について直接意見を聞いたり、ペアやグループで意見交換をさせたりして、

提示した学習順序がその生徒にとって意味をなしているか確認する。 

・経験や体験等の不足

により、予想を立て

ることが難しいた

め。 

・予想を立てる上で必要な

情報が何か理解させる。 

・予想を立てさせる際に、これ

まで学習した内容や自分の経

験を話し合わせる時間を設け

る。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・予想を立て記述させる時間を設け、注目する生徒がどのような問いの際に予想を立て

るのが困難あるいは容易になるかを見とる。 
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＜困難さ＞ 

情報収集や考察、まとめの場面において、どの観点で考えるのか難しい 

                     （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・考え方の見通しがも

てないため。 

・情報収集や考察、まとめ

の場面において適切な観

点を選び取る経験をさせ

る。 

・見本を示したワークシートを

作成する。 

・必要な観点やキーワードなど

について生徒同士の意見交換

などを通して考えさせる。 

 
子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・情報収集や考察、まとめに至るまでに有効だった視点やヒントについて振り返らせ

る。 

・意見交換の中で確認できたキーワードを使って表現できているかを確認する。 

 

＜困難さ＞ 

社会見学の際に移動が難しい 

                     （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・車椅子のため、移動

が困難であるため。 

・他の生徒と同様の学習内

容をできる限り保障す

る。 

・ 社会見学の様子の映像や写真

を同時あるいは事後に共有す

る。 

 

・社会見学で得て欲しい情報に

ついてワークシートなどに記

述する。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・映像、写真、ワークシートなどの支援した情報が役立ったか、あるいは感想などを聞

き取る。 
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＜困難さ＞ 

資料を元に問題文に解答することが難しい 

                          （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・問題文が求めている

解答を予測できない

ため。 

・問題文が求めている大ま

かな解答内容の予想をさ

せる。 

・問題文を要素に分解したり、

「どのように」「なぜ」など特

定のキーワードに着目したり

させる。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・教師の補助やワークシートの工夫のどこが効果的だったのかを生徒に振り返らせたり

評価させたりする。 

・資料から適切な情報

を読み取れないた

め。 

・資料から適切な情報を読

み取らせる。 

・資料一つひとつから読み取れ

ること、複数の資料を合わせ

て読み取れることについて話

し合わせる。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・話し合いの様子から、どのような資料あるいはどのような発問を苦手としているか推

測したり、聞き取ったりする。 

・問題文や資料の読み

取りはできるが、適

切な形で解答するこ

とに困難があるた

め。 

・問題文に対して適切な回

答の形式について理解さ

せる。 

・模範解答を提示し、解答の仕

方や解答の構造を分析させ

る。 

・解答に含まれるキーワードを

提示して解答を作らせる、あ

るいは模範解答の一部だけを

空欄にして、空欄に入る語句

を考えさせる。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・解答の仕方や解答の構造を分析したことがどの程度役立ちそうか振り返らせる。 

・キーワードの提示や空欄補充による設問など教師が採用した設問の形が、自由記述な

ど他の解答形式と比べて効果的だったか評価させる。 
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＜困難さ＞ 

社会的事象などについての周囲との意見交換が難しい 

                          （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・社会的事象などにつ

いての意見交換の際

に、自分の考えに自

信を持てないため。 

・意見の妥当性について自

信を持たせる。 

・教師が机間指導中に生徒の意

見を聞き取り、応答をし、生

徒の意見に自信を持たせる。

あるいは生徒同士の意見交換

の時間を設け、様子を観察す

る。 

・学校での既習事項を振り返る

のか、生徒のこれまでの経験

から振り返ってほしいのか

等、補助的な指示をする。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・意見交換の際に教師自身が生徒の様子を観察したり、周囲の生徒から意見交換の様子

についての感想を聞き取ったりする。 

・自分の興味関心や文

化的背景から、自分

の意見に過剰にこだ

わるため。 

・意見が変容すること自体

を前向きに捉えさせる。 

 

・自分の意見の譲れるところ、

譲れないところについて自己

省察させる。 

・他者の意見を踏まえて意見を

変容させた生徒を積極的に評

価する雰囲気を作る。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・意見の変容が起きたかどうか、意見交換の後の記述や振り返りから確認する。 

・他の生徒に対して攻

撃的になるため。 

・意見交換のためのルール

を学ばせる。 

・意見交換のためのルールにつ

いて話し合いをさせる。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・意見交換の際の話し合いが上手くいったとき、上手くいかないときについて振り返る

時間を設け、ワークシートや口頭で意見交換についての感想を確認する。 
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＜困難さ＞ 

授業中に取り扱う用語や概念の意味を捉えることが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・社会科の用語などに

ついて、漢字が読め

ないため。 

・漢字の読みでつまずかな

いようにする。 

・必要に応じてワークシート等

にルビを振っておく。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・ルビが役立っているかを生徒に確認する。 

・外来語などの意味が

分からないため。 

・外来語の意味や用法が分

かるようにする。 

・漢字が読めないとき、あるい

は外来語の意味が分からない

ときに周囲の生徒に聞けるよ

うな雰囲気づくりをしてお

く。 

・その言葉の現代的な使われ方

などを取り上げ、元々の意味

との共通点を探らせる。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・言葉でつまずく様子がないか確認する。 

・既習事項だが生徒に

定着していないた

め。 

・既習事項についての理解

を確かめる。 

・既習事項について口頭やワー

クシートで問いかける。ある

いは生徒同士で教え合うよう

に指示する。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・既習事項の知識を用いた学習課題を設定し、どの程度解答できるかを確認する。 

 

＜困難さ＞ 

単元を通して取り組む大きな問いや学習課題に対して見通しを持つことが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・単元を通して扱う問

いが大きすぎるた

め。 

・問いに対してどのような

事柄を理解すれば良いの

かの見通しを持たせる。 

・大きな問いに答えるための補

助的な問いを用意する。必要

に応じて補助的な問いをワー

クシートなどに示す。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・単元を通して扱う問いに答える上で、補助的な問いが役立っているかどうかを考えさ

せ、意見を求める。 
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・問いの抽象度が高す

ぎるため。 

・抽象的な知識を問う問い

を具体的な経験と結びつ

けたり、単純な問いに置

き換えさせたりする。 

・個人の経験と繋がりを持たせ

られるような問いにする。あ

るいは問いに答えるための情

報の範囲を限定して示す。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・教師側の声かけや問いの工夫は実感できたか聞き取る。 

・単元を通した問い

と、そのための補助

的な問いや作業の対

応関係が分からない

ため。 

・単元を通した問いに対し

て設定された補助的な問

いや作業の意味を理解さ

せる。 

・設定した補助的な問いや作業

は単元を通した問いを明らか

にするのにどの程度役立つか

について意見を述べさせる。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・補助的な問いや作業が役立つかの意見を聞くことを通して、補助的な問いや作業につ

いての生徒の理解を教師が吟味する。 

・大きな問いに対して自分だったらどのような問いを設定するかを考えさせる。 

 

＜困難さ＞ 

社会的事象・社会問題などを取り上げたパフォーマンス課題に取り組むのが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・課題の意味を理解す

ることに困難がある

ため。 

・課題の理解でのつまずき

を見つける。 

 

・課題文の中で分からないとこ

ろを意見交換させ、質問を促

す。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・課題の意味について自分なりに解釈したところや分からないところなどについて意見

交換をさせ、課題についての理解を見とる。 

・課題に取り組む意欲

が湧かないため。 

 

・課題の内容と実社会との

つながりを理解させる。 

 

・課題に取り組むことが実社会

でどのように役立つかを考え

させたり、あるいは教師が説

明したりする。 
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子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・教師が設定した課題にどの程度取り組む価値があるかどうか、どのような価値がある

かについて意見交換をさせて様子を見とる。 

・課題に対してどのよ

うな方向性で取り組

めば良いか分からな

いため。 

・課題の評価基準を理解さ

せる。 

・課題の評価基準を共有した上

で、課題に取り組んだ例を提

示し、生徒に評価をさせる。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・作品例への評価について、周囲や教師の下す評価と、その生徒の下す評価の間に大き

なズレがないかに着目する。 
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＜困難さ＞ 

文章を読み取り、数量の関係を文字式を用いて表すことが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・文章題で問われてい

ることが理解でき

ず、文字式との関係

がわからないため。 

・必要な情報に注目し、数

量と文字式の関係をイメ

ージできるようにする。 

・生徒の経験に基づいた場面や興

味のある題材を取り上げる。 

・解決に必要な情報に印をつけ

させたり図式化したりして、

注目してほしいところを強調

する。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・類似した文章問題を解かせ、理解して解答できるかどうかを確かめる。 

・具体的場面を想像で

きず、数字を文字に

置き換えることの意

味がわからないた

め。 

・数字を文字などに書き換

えることができるように

する。 

・具体的場面を示しながら、数

字→記号→文字と文字に置き

換える過程を丁寧に説明す

る。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・いくつかの問題で、文字式をつくらせ、置き換えることができているかを確認する。 

・文字の入った計算が

できないため。 

・文字式の意味が分かり、

計算ができるようにす

る。 

・式が表している問題場面を図

式化したり、簡単な数値で考え

させたりする。 

・文字式のきまりの一覧などを

見て確かめられるようにして

おく。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・図式化したものをもとに、正しく計算できているかを確認する。 

・文字式のきまりが守れているかを確認する。 

中学校・高等学校〔数学〕
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＜困難さ＞ 

生徒が日頃使用することが少なく、抽象度の高い言葉の理解が難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・言葉の意味と実際の

学習活動との結びつ

きが十分でないた

め。 

・体験的な活動を通して視

覚的・具体的なイメージ

をもてるようにする。 

・生徒の興味・関心や生活経験

に関連の深い教材を取り上げ

て、既習の言葉や分かりやす

い言葉に置き換える。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・言葉の意味を理解し、学習ができているかを確認する。 

 

＜困難さ＞ 

空間図形のもつ性質を理解することが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・視力の低さや視野の

狭さなどから、空間

的なイメージができ

ないため。 

・直線や平面の位置関係を

イメージできるようにす

る。 

・立体模型で特徴のある部分に

触らせるなどしながら、言葉

でその特徴を説明する。 

 
・見取り図や展開図と見比べて

位置関係を把握する。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・直線や平面の位置関係のイメージができているかを確認する。 

・空間的な把握が難し

く、向きや方向、大

きさ等が異なるとイ

メージができないた

め。 

・向きや方向、大きさの違

いをイメージすることが

できるようにする。 

・具体物やタブレット端末等を

用いて、見たり、触ったり、回

転させたりして確認する。 

・基点となる点や辺などに印を

つける。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・言葉で説明させ、向きや方向、大きさの違いを正しくイメージできているかを確認す

る。 
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＜困難さ＞ 

データを目的に応じてグラフに表すことが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・視力の低さや視野の

狭さなどから、自分

の作図の過程や結果

を視覚的に確認しに

くいため。 

・見えにくい状態を軽減さ

せ、大枠のイメージをつ

かめるようにする。 

・グラフを大きくしたり、作図

しようとしているグラフ全体

の形を言葉で説明したりし

て、グラフのイメージをもた

せる。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・作図しようとしているグラフを言葉で説明させ、実際に作図したグラフが意図した物

になっているかを確認する。 

・必要なデータや複数

のグラフの構造を捉

えにくく、目的に応

じたグラフに表すこ

とができないため。 

・グラフの種類や目的に応

じたグラフの表し方があ

ることを理解させる。 

・同じデータを棒グラフや折れ

線グラフ、帯グラフなど違う

グラフに表し、見比べること

を通して、よりよい表し方に

気付くことができるようにす

る。 

・縦軸・横軸の意味理解と座標

の感覚を将棋などのゲームを

通して理解できるようにす

る。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・作図しようとしているグラフを言葉で説明させ、実際に作図したグラフが意図した物

になっているかを確認する。 
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＜困難さ＞ 

面積や体積について、既習をもとに立式することが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・三角錐や球など、図

形と言葉を結び付け

にくく、公式の意味

が理解できないた

め。 

・公式を使い、面積や体積

を求めることができるよ

うにする。 

・式と図形を対応させた色をつ

けるなど注目してほしいとこ

ろを強調して、公式と図形の

関係を結びつける。 

・具体物を用いて、見たり、触

ったり、回転させたりしなが

ら違いを確認する。 

 

 

 

 

 

・パソコンやタブレット端末を

活用する。（アプリの活用な

ど） 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・公式が表しているものを言葉で説明させ、正しく図と結びついているかを確認する。 
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＜困難さ＞ 

実験を行う活動において、実験の手順や方法を理解することが難しかったり、見通

しがもたもてなかったりして、学習活動に参加することが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・手順や器具が多いた

め、必要な情報をと

らえることが難しい

ため。 

・学習の見通しがもてるよ 

うにする。 

・実験・観察の目的を明示した

り、操作手順を具体的に示し

たり、扱いやすい実験道具を

用いる。 

・方法を視覚的に表したプリン

トを掲示したり、配付したり

する。 

 

・難聴のため、口頭だ

けのだけの指示では

分かりにくいため。 

・指示が伝わりやすくす

る。 

・視力の低さのために

操作方法を把握でき

ないため。 

・見えにくさを解消する。 ・実験・実験の手順や方法が見

やすいプリントを手元に置

く。 

・病気による学習空白

のため、経験や体験

等が不足し、使い方

や方法について理解

していないため。 

・経験不足を補う。 ・経験していない内容を事前に

伝える。 

 

 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・実験を手順通りに、最後まで行えたか確認する。 

 

  

中学校・高等学校〔理科〕
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＜困難さ＞ 

燃焼実験のように危険を伴う学習活動において、危険に気付きにくいため、安全に

実施することが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・手順が多いため、気

が散ってしまい、考

えたことをすぐに行

動してしまうため。 

・児童を危険な状態にしな

いようにする。 

・教師が確実に様子を把握でき

る場所で活動できるように配

慮する。 

・危険なポイントを示し、なぜ

危険なのかを伝える。 

・整理された学習環境で取り組

めるように工夫する。 

 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・実験・観察中に危険なく行えているか確認する。 

・車椅子移動や手指の

動きの制限があった

り、不器用であった

りするため、危険へ

の対応が遅れてしま

うため。 

・車椅子や補助具の操作、

手指の動き等が上達する

ようにする。 

・学習内容に応じた動きができ

るように、操作方法や動きを

練習する。 

 
※理科室で車いすの練習をしている

様子 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・車椅子、補助具の使いやすさや手指の動きを確認する。 
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＜困難さ＞ 

自然の事物・現象を観察する活動において、時間をかけて実験や観察をすることが

難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・学習の見通しがもて

ず、気が散ってしま

うため。 

・学習の見通しをもち、実

験・観察の内容に着目し

やすくする。 

・実験・観察の手順や方法を視

覚的に表したもの等を掲示し

たり、ICT 教材を活用したり

して、注目するポイントを示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

※顕微鏡で観察するものを投影してい

る様子 

 

・視力が低いため、遠

いものや動くものを

見て観察することが

難しいため。 

・視力を補って、観察でき

るようにする。 

・観察できるものを手元に置

き、触って確認できるように

する。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・観察・実験に集中して行えているか確認するため。 

・病気により体力が少

ないため。 

・休みながら行えるように

する。 

・休憩できるスペースを設け

る。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 
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・体調不良になっていないか確認するため。 

＜困難さ＞ 

実験・観察から必要な情報を見付け出したり、読み取ったりすることが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・手順や器具が多いた 

め、必要な情報をと

らえることが難しい

ため。 

・情報を精選し、視点を明

確にするなどの配慮をす

る。 

・読みとったり、把握しやすく

するために、必要な部分を拡

大したり、限定したりする。 

※表示が大きく、見やすいデジタルの電

流計を使用している様子 

・視力の低さのために

実験の変化を把握し

たり、器具の目盛り

を読み取ったりする

ことが難しいため。 

・見えにくさを解消する。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・ワークシートなどに記入させることから、読み取れているか確認する。 

 

＜困難さ＞ 

実験・観察について予想を立てることや考える際の視点を定めることが難しい 

                        （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・これまでに学習した 

内容を組み合わせた

り、順序立てたりし

て考えることが苦手

なため。 

・学習した内容を順序立て

て考えられるようにす

る。 

・見通しがもてるよう、これま

でに学習した内容についてヒ

ントになる事項を図やカード

等に整理して示す。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・ワークシートなどに記入させることから、予想できているか確認する。 
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＜困難さ＞ 

英語の語には、発音と綴りの関係に必ずしも規則性があるとは限らないものが多

く、明確な規則にこだわって強い不安や抵抗感を抱いてしまう 

                       （学習指導要領解説の記載あり） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・特定のものにこだわ

ったり、規則性にこ

だわったりする特性

があるため。 

・規則性があるとは限らな

い英語の発音と綴りに関

する学習に、安心して取

り組ませる。 

 

・英語を書いたり、発音したり

する活動では、その場で書い

たり、発音することを求め

ず、他のクラスメートの解答

を見たり聞いたりしてから取

り組んでも良いこととする。 

・似た規則の英語を選んで扱い

参考にさせる。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・授業中すぐにできなくても、他のクラスメートの解答や似た規則の発音等を参考にし、

正しい綴りで書けたり、正しい発音で言えていたりするかを確認する。 

・安心して学習に臨めているか、生徒の表情を確認する。 

 

＜困難さ＞ 

音声を聞き取ることが難しい 

                       （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・外国語と日本語の音

声やリズムの違いを

認識することに課題

があるため。 

 

 

 

 

・音声を聞き取ること

が難しく、活動の流れ

を理解できないため。 

・音声を聞き取れるように 

する。 

 

・リズムやイントネーショ

ンを理解できるようにす

る。 

 

 

・本時の活動の流れが分か

るようにする。 

・外国語と日本語の音声やリズ

ムの違いに気付くことができ

るよう、リズムやイントネー

ションを、教員が手拍子を打

つ、音の強弱については手を

上下に動かして表すなどの配

慮をする。 

・発音の音量を大きくする。 

・口形をはっきり示す。 

・本時の流れが分かるように、

本時の活動の流れを文字で黒

板に記載する。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・外国語と日本語の音声やリズムの違いに気付くことができるようになったかを確認す

る。 

・本時の流れが分かり、活動に参加できているかを確認する。 

中学校・高等学校〔外国語〕
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＜困難さ＞ 

１単語当たりの文字数が多い単語や、文などの文字情報になると、読む手掛かりを

つかんだり、細部に注意を向けたりするのが難しい 

                         （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・語のまとまりを認識

することに課題があ

るため。 

・文字を読む手がかりをつ

かめるようにする。 

 

 

 

・板書に貼られたカードか

ら語彙や表現を理解できる

ようにする。 

・語のまとまりや文の構成を見

てそろえやすくするよう、外

国語の文字を提示する際に字

体をそろえたり、線上に文字

を書いたりする。 

 

・語彙・表現などを記したカー

ドなどを黒板に貼る際には、

貼る際には、貼る位置や順番

などに配慮する。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・文字や単語を読む手がかりをつかめたかを確認する。 
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＜困難さ＞ 

日常的な話題や社会的な話題を聞いて、話の概要をとらえることが難しい 

                         （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・日常的な話題や社会

的な話題を聞くこと

に課題があるため。 

 

 

 

・話題で話されていること

全体の大まかな内容を捉

えられるようにする。 

 

 

 

・必要な情報を把握できるよ

う、話題の重要な部分に関し

ては、ゆっくり、口形をはっ

きり示し、強調して大きな声

で話すようにする。 

・興味・関心を示すような身の

回りの物を題材として扱うよ

うにする。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・日常的な話題や社会的な話題を聞き取ることができるようになったかを確認する。 

 

＜困難さ＞ 

簡単な語句や文で書かれた文章を見て、文章の概要や要点をとらえることが難しい 

                         （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・語句や文章のまとま

りを認識することが

難しく、語句や文章

のまとまりを識別す

ることに課題がある

ため。 

・語句や文章のまとまりを

識別し、読めるようにす

る。 

 

・語句や文章のまとまりを○で

囲む等して、語句や文章を意

識できるようにする。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・語句や文章のまとまりを識別できるようになったかを確認する。 
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＜困難さ＞ 

語や文章を話すことが難しい 

                         （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・話すときに、単語や

文章が頭に思い浮か

ばないため。 

 

・単語や文章を話すことが

できるようにする。 

 

・話す内容を頭の中で整理でき

るように、紙に書く等の工夫

をする。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・話す内容を話すことができるようになったかを確認する。 

 

＜困難さ＞ 

日常的、社会的な話題等について、自分の気持ちや考えたことを伝えることが難し

い 

                         （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・自分の気持ちや考え

たことを伝えること

に課題があるため。 

・自分の気持ちや考えたこ

とを伝えることができる

ようにする。 

 

・予め、自分の気持ちや考えた

ことをメモ等に整理して準備

し、相手に伝えることができ

るようにする。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・自分の気持ちや考えを伝えることができたかを確認する。 
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＜困難さ＞ 

日常的、社会的な話題等について、自分の気持ちや考えたことを整理し、話すこと

が難しい 

                         （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・自分の気持ちや考え

たことを話す、発表

することに課題があ

るため。 

・自分の気持ちや考えた

ことを話す、発表するこ

とができるようにする。 

・人前で話すことへの不

安を解消する。 

・予め、自分の気持ちや考えたこ

とをメモ等に整理して準備し、

話す、発表ことができるように

する。 

・自信をもって発表できるように

肯定的に生徒の発表を支援す

る。 

 
子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・自分の気持ちや考えを話す、発表することができたかを確認する。 

・人前で話すことへの不安・緊張が解消されたかどうかを確認する。 

 

＜困難さ＞ 

文構造や文法事項を正しく用いて、正しい語順で文を構成することが難しい 

                         （学習指導要領解説の記載なし） 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・書くにあたり、文構

造や文法事項を正し

く用いて、正しい語

順で文を構成するこ

とに困難があるた

め。 

・文構造や文法事項を正

しく用いて、正しい語

順で文を構成すること

ができるようにする。 

 

・文の構造や文法に着目し、構文

等を強調して示すようにする。 

 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・文構造や文法事項を正しく用いて、正しい語順で文を構成することができるようにな

ったかを確認する。 
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（３）学校での実践例 

「教科指導上の個に応じた配慮」を考える流れ（図５－３）を参考にした学校の実践を

紹介する。今回は、複数の教科に共通する配慮の例を紹介する。 

  

図５－３ 「教科指導上の個に応じた配慮」を考える流れ（図４－2 再掲） 

 

【実践①】学級の気になる子供の「困難さ」から考えた学校 

通常の学級担任のＪ先生は、文章を音読する際に文章の行を読み飛ばすＫさんがいるこ

とに気付いた（困難さへの気付き）。 

Ｊ先生は、特別支援教育コーディネーターの先生に相談して、授業参観や、Ｋさん・保

護者と面談、検査を実施するなど、Ｋさんの実態を把握した。その結果、Ｋさんには、眼

球運動の制御に困難さの背景があることがわかった（困難さの背景を考える）。そこで、Ｋ

さんがどこを読んでいるのかが分かるように（指導の工夫の意図）、教科書の文字を指等で

押さえながら読むように促した（個に応じた手立て）。また、授業中に、机間指導をしなが

らＫさんに個別に音読するよう促したり（手立ての効果の確認）、周囲の目が気にならない

かなどの確認をしたりした。 

 

＜困難さ＞ 

文章を目で追いながら音読することが困難 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・眼球運動に困難さ

があるため。 

・自分がどこを読むのか

が分かるようにする。 

・教科書の文字を指等で押さえな

がら読むように促す。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・机間指導の際に、音読できているかを確認する。 

 

 

  

ⅰ 困難さへの気づき 

（子供の困難さ） 

ⅱ 困難さの背景を考える 

（子供の見取り） 

ⅲ 指導の工夫の意図を整理 

（教師の願い） 

ⅳ 個に応じた手立てを検討・実施 

ⅴ 手立ての効果を確認 

(子供の学びやすさ) 
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【実践②】教師が日頃から提供している「手立て」から考えた学校 

通常の学級のＬ先生が所属する学校では、わかりやすい授業として、授業中に音読する

際、教室にある大型モニターに教科書を投影して、読んでいる場所を視覚的に指示する配

慮を行っている（わかりやすい授業）。ある時、このような配慮をしているものの、音読が

できていないＭさんがいることに気付いた（困難さへの気付き）。 

Ｌ先生は、通級指導教室のＮ先生に相談して、授業参観や、Ｍさん・保護者と面談、検

査を実施するなど、Ｍさんの実態を把握した。その結果、Ｍさんには、語のまとまりをと

らえるなど、文章を読むことに困難があることがわかった（困難さの背景を考える）。Ｃ先

生は、Ｍさんが語のまとまりや区切りが分かるように（指導の工夫の意図）、分かち書きさ

れたプリントを用意した（個に応じた手立て）。また、単元の終わりにＭさんへ個別的に音

読するよう促したり、周囲の目が気にならないかなどの確認をしたりした（手立ての効果

の確認）。 

後日、Ｍさんは、通級指導教室に通うこととなり、分かち書きした教科書を音読する指

導を受けるなど、通常の学級での学びに生かすこととなった。 

 

＜困難さ＞ 

文章を目で追いながら音読することが困難 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・語のまとまりをと

らえることが難し

いため。 

・語のまとまりや区切り

が分かるようにする。 

・分かち書きされたものを用意す

る。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

・毎月１回程度、実際に音読できているかを確認する。 

・分かち書き（手立て）が、読みやすさにつながっているか確認する。 

 

 

【実践③】発達障害や視覚障害等の「困難さ」「困難さの背景」から考えた学校 

通常の学級のＯ先生の学級には、弱視の通級指導教室に通うＰさんが在籍している。Ｐ

さんが入学する際、Ｐさんの視力や見え方に関する引き継ぎが行われた（困難さへの気付

き、困難さの背景）。 

学級全体で文章を音読する場合、Ｏ先生は、Ｐさんが文章を音読することができるよう

に（指導の工夫の意図）、書見台を使用しながら授業に参加できるよう、教材等の準備をし

ている（個に応じた手立て）。Ｏ先生は、授業中、Ｐさんに個別的に音読するよう促したり

（手立ての効果の確認）、周囲の目が気にならないかなどの確認をしたりした。また、学期

ごとに、書見台の高さや角度の調整の必要性を確認するようにしている。 
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＜困難さ＞ 

文章を目で追いながら音読することが困難 

困難さの背景 指導の工夫の意図 個に応じた手立て 

・弱視により小さな

文字が見えにくい

ため。 

・自分がどこを読むのか

が分かる。 

・書見台を用いて音読するよう促

す。 

子供と共に行う手立ての効果の確認（例） 

 ・授業中に音読できているかを確認する。 
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６．子供の思いや願いを踏まえた実践 

 

令和３年答申では、「個別最適な学び」について「指導の個別化」と「学習の個性化」に

整理されており、子供が自己調整しながら学習を進めていくことができるよう指導するこ

との重要性が指摘されている。また、研究協力校等との協議においても担任と子供の思い

や願いの違いへの対応として、教師による声かけや、子供との対話の重要性が再確認され

た。以下、本研究において情報収集した、子供の思いや願いを踏まえた実践を紹介する。 

 

（１）子供との対話を通して「教科指導上の個に応じた配慮」を検討（小学校） 

この小学校では、通常の学級に在籍している教育的ニーズのある児童について本人の思

いや願いを生かした支援プランの作成を行った。学級担任が、これまでの授業の様子や単

元のレディネステストの結果から、教育的ニーズがあるものの、支援が行き届いていない

と思われた児童から、本人の強みや困り、願いを聞き取り、共に支援の方法を検討・共有

した。支援プランは児童の支援が必要とされる教科の１単元について５つのステップで行

った。 

【支援プラン作成の流れ】 

ステップ１ 困難さのある児童への気付き 

ステップ２ 学年部会でのミニ支援会議 

ステップ３ 児童の思いや願いを聞き取る支援プラン会議 

ステップ４ ニーズにあった支援のある授業実践 

ステップ５ 本人との振り返り 

 

①児童１ 

児童の実態 ・書くスピードがゆっくりで、ノートの字が整わない。 

・授業についていけず、集中がきれてしまうことが多い。 

・自分の困りを周りに伝える力が弱い。 

思いや願い 

を聞き取る 

支援プラン 

会議 

・昼休みに 15 分間、教室の近くにある別室で行った。 

・担任から、最近の児童１の頑張りを価値づけ、「頑張る気持ちを応援す

るために、勉強の仕方を先生と一緒に相談しよう」と声をかけた。 

・児童からは、「すぐに忘れて書けない」「書く時間がほしい」「時間があれ

ば書ける」という発言があり、担任は「授業中に書く時間を確保する」

児童は「時間が足りない時は伝える」ことを確認した。 

授業後の 

様子と成果 

・担任が書く時間を確保したことと担任が板書の言葉を簡潔に書く配慮を

したことで、児童１が授業中に、書ききることができるようになった。

授業についていけず、集中が切れることも減った。 
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・振り返りでは、児童１は、「書けるようになった」「話を聞けるようにな

った」と実感している。 

・実践後も授業中、必要に応じて、児童１から担任に時間が欲しいことを

伝えられるようになった。 

 

②児童２ 

児童の実態 ・学習意欲はあるが、算数での既習事項の定着と計算に困難さがあり、既

習事項が思い出せず、学年の算数の内容の理解が難しい。 

・少人数での学習では、友達の意見を聞くばかりで、自分の意見を言わな

いことが多い。 

思いや願い 

を聞き取る 

支援プラン 

会議 

・昼休みに 15 分間、教室の近くにある別室で行った。 

・担任から、最近の児童２に対して「どのように学ぶのがあなたの助けに

なるのか一緒に相談しよう」と声をかけた。 

・児童は、担任からの支援の提案に意欲的で「ヒントカード」の支援を共

有した。 

授業後の 

様子と成果 

・児童２は、問題が提示されてからヒントカードをもとに、まずは自分で

考えるようになった。 

・ノートに自分の考えを書いてから、友達と確認するようになった。 

・過去のヒントカードを必要な時に使いながら学習を進めた。 

 

③児童３ 

児童の実態 ・他教科に比べ、算数での既習事項の定着と計算に困難さがあり、既習事

項が思い出せず、学年の算数の内容の理解が難しい。 

・対人関係に苦手さがあり、わからないことを言えずに、黙って座ってい

る。担任からの声掛けにも反応が薄い。 

・休み時間もタブレット端末を使用して一人でいることが多い。 

思いや願い 

を聞き取る 

支援プラン 

会議 

・昼休みに 15 分間、教室の近くにある別室で行った。 

・担任から、「どのように学ぶのがあなたの助けになるのか一緒に相談し

よう」と声をかけた。 

・担任からの支援の提案を受けて、児童３からは「ヒントカードをレベル

別にしてほしい」と希望があった。 

授業後の 

様子と成果 

・授業が進むにつれて、支援として提供されたヒントカードの使用頻度を

自分で調整するようになった。 

・一人で問題解決ができるようになり、児童自身が、分かる問題は、発表

できるようになりたいと思うようになった。 
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（２）子供が担任の指導や支援に関わった実践 

①本人参加型ケース会（小学校） 

この小学校では、自分自身を理解し、集団の中でよい経験を積めるように、短期的な

目標と支援の手立てを本人と一緒に考えるためのケース会議を定期的に開催した。 

 

児童の 

実態 

・感情のコントロールが難しい。 

・周囲とのトラブルが多い。 

会議の 

ねらい 

・児童の学びの意識を高める。 

（個別の指導計画の作成につなげる） 

会議の 

内容 

・児童のよいところや、困っていること、なりたい自分、そのために必要

なことなどを確認する。 

準 備 ・保護者の了解 

・参加者の確定（児童が参加者を決める） 

方 法 ・放課後の時間 

・学期に１回程度（１回 15 分程度） 

児童の 

変容と 

成果 

・回を重ねるにつれ、めあてに焦点を当てた話ができた。 

・自分の頑張りを素直に認められるようになった。 

・朝、教室にランドセルを置きに行くこともできるようになった。 

・学年が上がると、教室での学習に参加、係活動にも取り組めるようにな

った。 

 

また、本人が自分の意見を話すことが難しい場合に、次のようなやりとりを意識する

ことで、子供の発言を促した。 

 

やりとり 備  考 

「これはどう？」   １つのことに対する意思の表出 

「どっちがいい？」 ２つの選択 

「どれがいい？」  ３つ以上の選択 

「どうしたい」「どう思う？」 選択肢なし 

「これはどう？」   提案への同意、拒否 

「どうしてそう思う？」 自分の気持ちの表出 
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②自分に合った学び方を考える「学びのカルテ」の活用（中学校） 

この中学校では、生徒の多様な学び方を支える取組として、生徒が保護者や担任、通

級担任と教科指導に関する「学びのカルテ」を作成し、活用する取組を行った。 

 

カル テ の

ねらい 

・学習意欲の喚起、卒業後の生活に向けた準備 

カル テ の

内容 

・各教科で配慮してもらいたい内容をまとめ、担任に依頼する。 

（例）「急に指名しないでほしい」「忘れ物が多いので声かけをお願いし

たい」など 

通級 担 当

との や り

とり 

・自分の学びの特性を知る（生徒の認知特性について） 

・専門家からのアドバイス（得意なこと、苦手なこと） 

・先生方にお願いしたいこと（勉強のこと、生活のこと、部活のこと） 

・希望する座席について 

・子どもの権利条約について 

工夫 や 成

果 

・本人、保護者、教員が「学びのカルテ」の作成にかかわる。 

・本人の希望を優先する。 

・生徒一人一人に学びの特性を説明する。 

・生徒が自分の思いや考えを、担任に伝えることができるようになった。 

・中学校を卒業後、合理的配慮の提供を自分の言葉で要請できるように

なった。 

 

③授業やテスト、教材に対して生徒の感想等を聴取（中学校） 

この中学校では、定期的に教科指導の方法や教材等について、学習支援アプリのアン

ケート機能を活用して、在籍する全ての生徒の意見を集約し、授業改善に役立てている。

授業の進め方や、テストの解答時間や難易度、教材の使い勝手について、生徒からは、

「～が役に立った」「このやり方だと苦手なことが楽になった」というような感想や、「○

○（他教科）のような資料や教材が欲しい」「～もう少し早いタイミングで教材を提供し

てもらいたい」というような意見が寄せられた。また、「教科指導上の配慮」についても

意見を募集しており、「挙手をして質問することに不安があるため、違う方法でも受け付

けてもらいたい」という生徒の意見があった。 
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７．考察 
 

近年、子供たちを取り巻く環境が大きく変化する中、通常の学級において、いじめや不

登校の問題などの人間関係を基盤とした課題を有する子供や、障害のある子供、外国につ

ながりのある子供など、特別な配慮を必要とする子供が在籍している。研究協力校等にお

いても、個々の子供の課題が複雑化するなど、同様な課題が共通して挙がっており、全て

の子供たちを対象とした基盤となる教育の充実に向けた取組として、特別な教育的ニーズ

のある子供に焦点を当てた実践が行われていた。 

本研究は、小学校・中学校・高等学校等の通常の学級における教科指導において、多様

な教育的ニーズに応じた個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実をめざした教育の

保障という観点から、個に応じた配慮について検討し、「多様な教育的ニーズのある子供の

教科指導上の配慮」の考え方をまとめることを目的としている。また、個と集団を意識し

た環境づくりや、子供の思いや願いを踏まえた実践についても注目した。 

2022 年（令和４年）の文部科学省「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とす

る児童生徒に関する調査結果」によると、小学校、中学校ともそれぞれ学年が上がるにつ

れて、学習面、各行動面で著しい困難を示すとされた子供の割合は低くなる傾向にあり、

著しい困難を示すとされた子供の割合は、学年が上がるにつれて小さくなる傾向が学習面

において特に顕著であった。 

本研究で示している「教科指導上の個に応じた配慮」は、当初、音楽や体育、図工、美

術、技術・家庭等の実技を伴う教科についても対象としたが、小学校・中学校・高等学校

に共通性の高い教科として、国語、算数（数学）、社会、理科、外国語に注目することとし

た。また、対象となる子供の「困難さの背景」については、研究チームの個々の研究員が

所属する障害種別研究の知見等を参考とした。 

 

（１）通常の学級における「教科指導上の配慮」について 

本研究では、過去の実践や文献、自治体が作成しているガイドブック等を参考に、特別

な教育的ニーズのある子供に焦点を当てながら教科指導を整理し、「教科指導上の配慮の

検討に必要な観点」として整理した。 

 

【「教科指導上の配慮」の検討に必要な観点】 

① どの子にもわかりやすい授業 

② 互いに認め合い、支え合える学級集団 

③ 多様な教育的ニーズのある子供の実態把握 

④ 合理的配慮とその基礎となる環境整備 

⑤ 集団全体への指導・支援と個に応じた指導・支援 

⑥ 子供の思いや願いの受け止め 
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通常の学級を支援するガイドブックや、過去の実践や文献では、学級全体を対象とした

取組として、「どの子にもわかりやすい授業」「互いに認め合い、支え合える学級集団」が

重要視されていた。これらは、研究協力校での多くの実践に共通するものであった。また、

どの子供も「安心して意見が出せる雰囲気」として、教科学習の際の子供の発表時に同意

や賞賛の意思を示すなど、一斉指導の中で、個々の子供への配慮が行われていた。このよ

うな状況から、個に応じた配慮は、集団における指導・支援（集団を意識した環境）が基

盤となると考えた。 

本研究では、平成 29・30 年改訂学習指導要領各教科編に示された学習活動を行う場合に

生じる「困難さ」に対する「指導の工夫の意図」や「個に応じた手立て」について、これ

らが「困難さの背景」により異なり、「子供の思いや願いを踏まえる」ことで、「個に応じ

た手立て」がより効果的になると考え、新たに「困難さの背景」と「手立ての効果の確認」

の視点を加え、整理・検討した。研究協力校等との協議において課題として挙がった内容

については、以下のように整理した。 

 

〇「困難さへの気付き」や「困難さの背景」を考えることについて 

特別支援教育においては、個々の子供の実態把握から指導・支援を検討することが重要

視されるが、通常の学級においても、個々の子供の「困難さへの気付き」や「困難さの背

景を考える」ことが重要である。しかし、研究協力校等との協議においては、このことが

大きな課題として挙がると共に、子供の「学びの困難さ」と教師による「指導の困難さ」

が混在しながら協議されることがあった。通常の学級に在籍する個々の子供の課題が複雑

化していることから、「教科指導上の個に応じた配慮」を検討する過程において、様々な人

間関係を基盤とした問題なのか、本人の特性や障害等によるものか、集団の中で学ぶこと

に対する不安、既習事項の理解不足や生活経験の不足によるものかといった、多くの要因

の中から困難さを明らかにしていく必要がある。さらに、子供の「聞く」「話す」「読む」

「書く」「計算する」「推論する」といった学習に必要な基礎的な能力や、認知特性の面か

らの実態把握や、手立ての検討が必要となる。 

子供の「困難さへの気付き」や「困難さの背景」を考えることについては、本研究では、

学習活動への「参加」と学習内容の「理解」と整理しながら、「教科指導上の個に応じた配

慮」を検討した。様々な人間関係を基盤とした課題による学習活動への意欲の低下や、既

習事項の理解不足や生活経験の不足については、学習活動への「参加」が課題となると考

えた。また、学習活動に「参加」しているものの、個々の特性や障害等により学習活動に

困難さを有している子供に対しては、学習内容の「理解」に課題があると考えた。これら

については、全て明確に分けることができるものではないが、困難な状況を整理する上で

は、多くの学校において有効であった。既に同様な整理をしながら実践を行っている学校

もあった。 

通常の学級の担任を支える体制としては、管理職や特別支援教育コーディネーター等の

リーダーシップのもと、校内での連携や、保護者、関係機関との連携体制の構築・充実が
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必要となる。特に、研究協力機関との協議において、このような体制を構築していくかと

いう話題が多く挙がった。この課題の解決に向けて、研究協力機関の中には、通常の学級

での指導や支援の助言を担当するアドバイザーを任命し、担当地域の学校を巡回する取組

を行う自治体もあった。 

 

〇「指導の工夫の意図」を整理することについて 

平成 29・30 年改訂学習指導要領では、各教科等の目標及び内容が、育成を目指す資質・

能力の三つの柱（「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間

性等」）に沿って再整理され、各教科等でどのような資質・能力の育成を目指すのかが明確

化された。これにより、教師が「子供たちにどのような力が身に付いたか」という学習の

成果を的確に捉え、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を図る、「指導と評価

の一体化」が実現されやすくなることが期待される。担任による「指導の工夫の意図」の

整理は、学習評価を適切に行うための手立てとして注目されていた。 

多様な教育的ニーズのある子供の各教科等における学びについては、個々の特性や障害

等により学習活動に困難さを有していることから、学習評価を適切に行うこととは分けて

考える必要がある。対象となる子供の得意なことや、苦手なこと、特性等を踏まえ、教科

学習における到達目標を教師の願いとして整理する必要がある。 

 

〇「個に応じた手立てを検討・実施」することについて 

通常の学級の担任は、日頃から多くの手立てや教材の工夫を行っている。しかし、全て

の子供に対して同じ流れで授業を行っているため、どの子供にも一律で等しい手立てとな

ってしまう傾向にある。多様な学び方を支えるために複数の方法や教材を用意することも

考えることができ、ＧＩＧＡスクール構想の推進によるＩＣＴを活用した教材も増えてい

る。研究協力校等を訪問した際、障害や特性に対する支援機器としての活用や、既習事項

の確認等としての辞書的な活用など、新たな教材として積極的に取り入れられていた。 

 

〇「手立ての効果を確認」することについて 

これまでも指導や支援に子供の思いや願いを踏まえることの重要性が指摘されていた

が、「手立ての効果を確認」することを通して、子供と教師がそれぞれの思いや願いを知る

ことにつながり、指導や支援の充実が期待される。研究協力校等での実践において、子供

の学習に対する意欲やモチベーションの向上、主体的な学びに発展することなどが確認さ

れた。また、このような教師による子供への関わりが、子供にとって大きな安心感となり、

学校生活全体に好影響があることも確認された。 
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（２）「教科指導上の個に応じた配慮」を考えるためには 

研究協力校等との協議において、学校の実践の積み重ねの違いにより、配慮を考える流

れが異なった。例えば、集団の中の気になる子供の「困難さ」から考える学校もあれば、

普段から行っている学級全体への「手立て」から考える学校、発達障害等の診断のある子

供の「困難さ」「困難さの背景」から考える学校があった。「教科指導上の配慮」を計画的

に行うためには、客観的な手順や手続きが求められることから、本研究において「教科指

導上の個に応じた配慮」を考える流れについて、どこからでも配慮の検討が開始できるよ

うな図としてまとめた。 

また、各教科の「教科指導上の配慮」は、これまで授業改善として、多くの取組や様々

な教材・教具の開発・活用が行われている。研究協力校等との協議においても「多くの子

供に有効であると判断される配慮を優先して行っており、特に整理して考えたことがない」

という意見も多く挙がった。しかし、これらの配慮は、一律に提供されており、学級全体

に対する指導の効果の確認は行われているものの、個々の子供に注目した効果の確認は、

あまり行われていなかった。このことについて、本研究で示している「教科指導上の個に

応じた配慮」の例を参考に実践されることを期待したい。 

 

（３）「教科指導上の個に応じた配慮」を充実させるために 

令和３年答申において、個別最適な学びは、「指導の個別化」と「学習の個性化」を学習

者の視点から整理した概念であり、授業の中で「個別最適な学び」の成果を「協働的な学

び」に生かし、更にその成果を「個別最適な学び」に還元するなど、「個別最適な学び」と

「協働的な学び」を一体的に充実していくことが大切であると指摘している。 

通常の学級を支援するガイドブックや、過去の実践や文献、研究協力校等の実践におい

ても「どの子にもわかりやすい授業」や、「互いに認め合い、支え合える学級集団」「安心

して意見が出せる雰囲気」など、子供の集団を対象とした取組が重要視されていた。集団

の構成員は個であり、学級集団を理解するには、構成員である個々の子供を理解する必要

がある。このことを集団における一斉指導と個々の子供への指導の充実と捉え、研究協力

校等の実践を鑑みると、全ての子供たちを対象とした基盤となる教育の充実に向けた取組

として、特別な教育的ニーズのある子供に焦点を当てた実践が求められる。本研究では、

特別な教育的ニーズのある子供に焦点を当てながら教科指導を整理し、「教科指導上の配

慮の検討に必要な観点」としてまとめた。これにより、「個別最適な学び」と「協働的な学

び」を一体的に充実するための個と集団の考え方の整理ができた。指導の個別化として、

教師が支援の必要な子供により重点的な指導を行うためには、集団を意識した環境を整え

ることで、効果的な指導が実現できると考える。なお、集団を意識した環境として「わか

りやすい授業」に取り組んでいる学校が多く、学校や学年等で一律に取り組まれている実

践が散見され、一律な配慮になじまない子供の存在もあった。このような子供に対して個

別的な配慮を検討する必要があり、日頃から周囲の教師の指導の工夫や教材等を共有でき

るような機会が求められる。 
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最後に、本研究において、通級による指導の実践が話題になることが多くあった。通級

による指導は、ほとんどの授業を通常の学級で受けながら、障害の状態等に応じた特別の

指導を特別な場で行う指導形態である。また、通常の学級における「個に応じた指導」や、

子供にとっての「個別最適な学び」の基盤づくりができる「学びの場」であり、子供の思

いや願いを踏まえた指導や支援に向けた対話ができる「学びの場」である。今後、通常の

学級と通級による指導との連携の充実が、通常の学級での教育の更なる充実につながるこ

とが期待される。 
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長澤 正樹（新潟大学大学院教育実践学研究科 教授） 

荻原 規彦（横浜市立鶴ケ峯小学校 校長） 

三富 貴子（熊谷市立富士見中学校 教諭） 

慶長  諭（神奈川県立横浜修悠館高等学校 教諭） 

道本ゆかり（宮崎県立みやざき中央支援学校 指導教諭） 

（令和３年度）  冢田三枝子（横浜市立仏向小学校 校長） 

 

４．研究協力機関 

福井県教育庁高校教育課特別支援教育室 

山口県教育庁特別支援教育推進室 

鹿児島県教育庁義務教育課特別支援教育室 

静岡県教育委員会義務教育課 

御前崎市教育委員会学校教育課 

鳥取市教育委員会事務局学校教育課 

（令和３年度）  滋賀県教育委員会事務局特別支援教育課 
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おわりに 

 

令和３年から４年度の研究期間においては、新型コロナウイルス感染症拡大の状況から、

研究活動の制約も余儀なくされたが、限られた機会で多くの学校を訪問することができた。

本研究は、小学校 15 校、中学校７校、高等学校６校、合計 27 校にご協力いただいた。実

際に学校を訪問して、授業参観や協議を行う中で、通常の学級の担任が日々子供たちのた

めに様々な手立てや教材等の工夫を検討していることや、そのために葛藤している様子を

目の当たりにして、改めて、この研究の意義を感じることができた。また、ＧＩＧＡスク

ール構想の推進により、ＩＣＴを積極的に活用した実践が展開されており、多様な教育的

ニーズのある子供への支援の充実の可能性が広がっていることがうかがえた。 

平成 24 年中教審報告において、インクルーシブ教育システムの基本的な方向性として、

「障害のある子どもと障害のない子どもが、できるだけ同じ場で共に学ぶことを目指すべ

きであり、その場合には、それぞれの子どもが、授業内容が分かり学習活動に参加してい

る実感・達成感を持ちながら、充実した時間を過ごしつつ、生きる力を身に付けていける

かどうか、これが最も本質的な視点であり、そのための環境整備が必要である」ことが示

されている。子供たちにとって一日の大半を過ごす学校について、教科学習の内容がわか

らないことは、学校生活全体に大きな影響を与える。全ての子供の能力を最大限に伸ばす

教育の実現に向けて、本研究を参考として、多様な教育的ニーズのある子供への教育の充

実が図られると共に、通常の学級の担任を支える体制の構築・充実が図られることを期待

したい。 

 

おわりに、研究協力校をはじめ、研究協力機関、研究協力者の皆さまとの協議等が本研

究の基盤となっています。本研究に情報提供や実践を紹介していただいた全ての関係者の

皆さまに感謝申し上げます。 

 

研究代表者 発達障害教育推進センター 総括研究員 井上 秀和 
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